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認知症が疑われる人に対する鑑別診断前後の受診･受療援助の実践モデル

保健福祉学部現代福祉学科 竹本与志人、桐野匡史
大阪公立大学大学院 杉山 京、広瀬美千代、大阪大谷大学 神部智司、大阪府済生会茨木病院 倉本亜優未

連絡先 竹本与志人 ytakemoto@fhw.oka-pu.ac.jp、 桐野匡史 kirino@fhw.oka-pu.ac.jp

認知症が疑われる人に対する鑑別診断前後の受診･受療援助の実践モデルとは
「認知症専門医のいる医療機関において、ソーシャルワークを主業とする精神保
健福祉士等の連携担当者が認知症専門医等の院内の専門職と協議しながら、認知
症が疑われる人やその家族にとって意味のある受診の機会を設けるとともに、認
知症と診断された人やその家族、そしてかれらを支援する（あるいは支援をする
可能性のある）院外の専門機関や専門職と連携・協働し、意義のある療養生活の
実現に向けたリンケージやリファー、アフターケアを社会福祉の視点から行うた
めの実践モデル」である。

認知症の鑑別診断のための受診は、当事者らにとって人生
の岐路であり、医療機関の対応によりその後人生は大きく変
わる。私たちの研究チームでは、当事者や認知症医療・介護
にかかわる多くの方々を対象に行った実態調査（インタ
ビュー調査ならびにアンケート調査）を通して現行の認知症
施策の課題を指摘し、それに対応しうるよう構築したソー
シャルワークの受診・受療援助モデルについて開発を行っ
た。

本研究は、JSPS科研費18H00949の助成を
受けて実施したものである

連携担当者

理解

理解

現実の理解

現実の理解
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認知症ケアの階層モデル構造をふまえた介護福祉士のケア実践の変化

保健福祉学部 現代福祉学科 佐藤ゆかり 趙敏廷

連絡先 佐藤ゆかり satoyuka@fhw.oka-pu.ac.jp

研究目的 認知症ケア実践に従事する介護福祉士を対象に、認知症とともに生きるご本人の講話を
聴講する機会を設定し、認知症ケア実践の変化を、自己評価により記述することを目的とした。

ケア実践は「安定・安全・環境整備」「自己決定と自由の尊重・権
利擁護」といった土台となるケアから「役割を継続した自立支援と
予防ケア」「生きる意欲を支えるケア」「社会的交流・家族支援・
地域ケア」という高度な知識や技術を必要とするケアまで、5つの階
層（各5項目）とした。実践状況について、介入前後に、自己評価0
～25点（0名に0日実践：0点～5名に5日実践：25点）の回答を求め
た。階層および項目ごとに実践の程度を比較した。

結果 対象者15名のうち回答が得られた13名の平均年齢は49.5±7.5
歳、女性が10名であった。実践の向上が確認された項目は、「希望
の再発見を可能にする」「生活の継続性の保持」等であった。「本
人がやりたいことを軸にケア内容を組み立てなおした」「本人を主
体とすると意欲が見えてきた」等の気づきや変化が観察された。 0.0
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本研究にご協力をいただきましたすべての皆様に感謝申し上げます。
本研究に関して開示すべきCOIはありません。

結論 認知症とともに生きるご本人の講話を聴講しケアへのコメン
トを受けることで、認知症ケア実践が向上する可能性が示唆された。

研究方法 介入方法 ご本人の講話、質疑応答、ご本人からケアについてのコメントを受ける。
倫理的配慮 参加は任意であること等を説明し同意を得た（本学倫理委員会 受付番号467）。

介入前 介入後



貧困状態にある子どもたちの学習支援による変化と学習支援の課題に関する研究

岡山県立大学大学院保健福祉学研究科保健福祉学専攻 桝田美喜
保健福祉学部現代福祉学科 近藤理恵

１．研究目的：本研究の目的は、貧困状態にある子どもに対して学習支援を行っているスタッフ
と学習支援事業の委託元である市役所のスタッフに対する面接調査をもとに、学習支援による子
どもの変化と学習支援の課題を明らかにすることにある。
２．研究方法：研究対象者：貧困状態にある子どもに対して学習支援を行っている5か所の民間団
体のスタッフ5名と、１か所の民間団体に学習支援を委託している市役所のスタッフ2名。調査期
間：2021年10月8日～同年12月17日。調査方法：半構造化面接法。分析方法：逐語禄をもとにコー
ディングを行い、カテゴリーを抽出することを通じて分析を行った。本研究は、岡山県立大学倫
理委員会の承諾を得て実施した。
３．結果と考察：
（1）学習支援を受ける前の子どもたちの悩み:①「家族に関する悩み」、②「学力に関する悩
み」、③「進路選択に関する悩み」、④「学習しにくい家庭環境に関する悩み」といった4つのカ
テゴリーが抽出された。
（2）学習支援後の子どもたちの変化：①「学力の向上」、②「体験活動による様々な経験の獲
得」、③「大学生との関わりによる自己肯定感の獲得」、④「不登校の子どもの能動的な変化」
といった4つのカテゴリーが抽出された。
（3）学習支援の課題：①「学習支援の対象者の制限」、②「子どもとの関わり方の難しさ」、③
「人手不足とコロナの影響による運営の難しさ」といった3つのカテゴリーが抽出された。

以上の結果より、学習支援の場は、子どもたちの家族や学習に関する悩みを軽減し、子どもた
ちが毎日を肯定的に過ごすことを可能にする重要な役割を果たしているといえる。ただし、子ど
もの貧困問題を解消するためには、学習支援の場がより多く設置されることが求められる。その
ためには、学習支援を行うスタッフの専門性や財政的な課題を解決することが喫緊の課題である
と言える。

連絡先 近藤理恵 kondo@fhw.oka-pu.ac.jp



社会福祉士受験対策講座の実施状況と運営の課題
― 中国・四国地方における社会福祉士養成大学への質問紙調査 ―

保健福祉学部現代福祉学科 口村 淳、大倉高志

共同

連絡先 口村 淳 a.kuchimura@fhw.oka-pu.ac.jp  大倉 高志 t-okura@fhw.oka-pu.ac.jp

本研究の目的は，社会福祉士養成大学における国家試験受験対策講座（以下，対策講座）
の実施状況を把握し，運営上の課題について検討することである．
中国・四国地方にある社会福祉士養成大学（20校）を対象に質問紙調査を行った

（11通／回収率55.0％）．
調査の結果，①過半数の大学で対策講座が実施されていること，②正規のカリキュラムで

はなく任意の授業として位置づけられている大学が多いこと，③対策講座と並行して複数の
方法を組み合わせている大学が多いことが明らかになった．
運営上の課題として，対策講座に対する教員間の共通認識の問題，対策講座を担当する教

員の業務負担の問題があげられる（図１）．
これらの結果から，国家試験合格率の向上

にむけた取り組みとして対策講座は各大学で
実施されているが，その運営に携わる教員
の負担を考慮すると，各大学で対策講座の
位置づけを明確にし，組織的に行う必要が
あると考えられる．



《背景・目的》子どもを取り巻く生活環境の変化に伴い、児童生徒が抱えるメンタルヘルスの課題は多様
化、複雑化の一途をたどっている。増加する不登校、いじめ、暴力行為、自傷行為、希死念慮などにはメ
ンタルヘルスの課題が影響している。世界子供白書2021では、コロナ禍において10代の若者7人に1人が心
の病であると警鐘を鳴らしている。また、『自傷・自殺する子どもたち』（松本）において、10代の子ど
もでは、10人に１人が自傷（リストカット）経験があるとし、そのうち大人が気づけるのは3％だとして
いる。本研究は、OPUフォーラム2021に発表したコロナ禍の児童生徒の抑うつ調査結果から、メンタルヘ
ルスの課題を考察し、学校現場での児童生徒観察による早期発見、支援への提案を行うものである。

《研究方法》科研費「児童生徒の問題行動予防プログラムの構築－」において実施しているアンケート調
査「児童生徒の抑うつ状態と行動、背景要因」結果を用いて学校メンタルヘルスの課題を検討する。
（調査対象・方法）A県B市の13小学校（児童8,013人）と5中学校（生徒3,094人）に、抑うつ状態
（Birlesonの子ども用自己記入式抑うつ評価尺度：DSRS-C）と担任435人を対象に児童生徒の行動（行動
の幼さ、落ち着き、学習意欲、休み時間、元気等8項目）、学習、経済、家族等の課題について質問紙調
査を実施。（調査時期）2020年6月中旬 （分析）アンケート調査有効回答の小学生8,012人と中学生
3,065人を対象にDSRS-Cカットオフ16点以上とし、分析ソフトを用いて行った。

《結果》小学生の抑うつ状態は、全体の11.7％（6年生は13.6％）で男女差はほとんど見られない。学年
では、5・6年で抑うつ状態が高く表れていた。中学生の抑うつ状態は、全体の15.4％（3年生では
18.8％）で、女子が男子より高く、学年が上がるにつれて、抑うつ状態の表出が高くなっていた。抑うつ
状態と背景課題の相関分析（ｐ＜.01)では、小学生・中学生とも児童虐待・発達・学習の課題等の関連が
示唆された。また、抑うつ状態を従属変数に行動を独立変数においた重回帰分析では「学習意欲がない」
「休み時間に友人の交流がない」「学校生活全般に元気がない」において有意確率が0.05以下であった。
コロナ禍での調査であるが、筆者が行った過去の調査結果とほとんど変わらない。

《考察》メンタルヘルス課題として現れる抑うつ状態は、高学年になるにつれて高く出現している。しか
し、学校が課題として注目する動的な問題行動の表出とは異なり、児童生徒の静的行動である心理的課題
は大人しい子、問題がない子として見過ごされる可能性がある。学校現場における抑うつ状態の理解・気
づき・行内体制・保護者、関係機関連携などを含めた支援体制が必要である。

児童生徒の抑うつ状態と背景要因に関する研究考察Ⅱ
～学校メンタルヘルス課題の視点から～

保健福祉学部現代福祉学科 周防美智子

連絡先 周防美智子 Mail: suwo@fhw.oka-pu.ac.jp

mailto:suwo@fhw.oka-pu.ac.jp


若年成人期からの高血圧予防支援ツールの検討

保健福祉学部栄養学科 久保田恵

独創

連絡先 久保田恵 mkubota@fhw.oka-pu.ac.jp

【背景と目的】高血圧発症関連因子として、食塩の摂取過多、野菜の摂取不足、肥満などの報告
がある。中でも日本人の平均食塩摂取量は成人男性10.9g/日、成人女性9.3g/日で、食事摂取基
準の目標摂取量を上回る現状である。そこで、効果的な高血圧予防の減塩対策のためには日本人
の食塩の摂取源や塩分を高める食事の特徴を把握し、気軽に住民自身が継続して減塩に取り組め
るツールの開発と、効果的な食環境整備を行うためのターゲット食材の明確化が急務であり、本
研究室でこれまで中高年の減塩対策のツールとして用いてきた塩分チェックシート（以下塩分
CS) を用いて若年成人の食塩状況把握の妥当性を検討した。

【方法】本学学生を対象に、塩分摂取状況調査は塩分CSによる食塩摂取状況に関する13項目の調
査、及び簡易型自記式食事歴法質問票（BDHQ）を用いて実施した。同時に食事摂取状況を量と質
で評価するために調査しそれぞれ以下のように数値化した。

【結果と考察】食事回数得点は、男女ともに朝食で低値を示した。男子では欠食なしの者に比べ
欠食ありの者の方が塩分CS総得点は高値を示した。塩分CS総得点は、男子では食事内容得点が低
い者ほど有意に高値を示した。一方、女子では食事内容得点が低い者ほど低値を示した。塩分CS
の項目別の検討では、男女ともに食事内容得点が高い者は、みそ汁やスープの摂取頻度が高値で
あった。男子の食事内容得点が低い者は、夕食での外食等の利用、家庭の味付けが有意に高値で
あった。塩分CS体験後の減塩への取り組み意欲は、男子では66.7％、女子では80.4％が半年また
は一か月以内には減塩をしようと思うと回答した。食事内容得点は、男女ともに塩分に対する意
識や減塩への取り組み意欲がない者に比べある者の方が高値を示した。男女とも塩分摂取状況と
食事の回数よりも質との関連が強いことから、食事の質的パターン別に塩分CSにより食塩摂取状
況を見える化することで、より具体的な改善策の立案が可能となった。また、塩分CSを用いて食
塩摂取量を見える化することは、大学生の減塩への取り組み意欲を高める可能性が示唆された。



屋内利用を考慮した視覚障がい者誘導用ブロックの開発と評価

保健福祉学研究科保健福祉学専攻 植野英一，保健福祉学部現代福祉学科 高戸仁郎
モビリティソリューション研究所 田内雅規

共同

連絡先 高戸仁郎 takato@fhw.oka-pu.ac.jp

【背景】視覚障害者誘導用ブロック（点字ブロック）は視覚障がい者の歩行を支援する重要な手が
かりであるが、突起高5mmのJIS準拠の点字ブロックは平坦な屋内環境では高齢者や杖・車いす利
用者の歩行にインパクトが大きく、設置には不向きである。

【目的】点字ブロックとは異なる方式を用いる屋内用誘導ブロックの効果と可能性について検討す
る。

【方法】2種の改良型を開発した。視覚障がい者12名による比較実験で検出容易性、歩行安定性の
客観指標に加え、歩きやすさ等の主観的評価を複合した評価法により､屋内環境への適性を検討
した。

【結果】3タイプとも5mの歩行路から大きく逸脱することなく歩行できた。一対比較による歩きや
すさ、方向のとりやすさ、自信度では両端充填タイプが他の2つよりも優れていた（下図）。
検出容易性、歩行安定性も両端充填タイプが他よりも優れていた。今後は，分岐部や終点で安全
に停止や方向転換できるかについて検証する。

※寸法：300㎜×320㎜×7㎜3.5°
床

使用した誘導用ブロックの断面図（左：既存，中央：両端充填，右：全充填）

樹脂

◆両端充填タイプ
■全充填タイプ
●既存タイプ

歩きやすさ

安定感

自信度

方向性

一対比較による主観的評価の結果



生体電気インピーダンス法により推定した
若年女性の身体組成と生活習慣との関係

情報工学部 人間情報工学科 大下和茂

独創

連絡先 大下和茂 oshita@ss.oka-pu.ac.jp

健康日本21等では，若年女性における低体重者の高割合が指摘されており，将来的なサルコ
ペニア予防から，若年女性を対象とした四肢筋量（AMM）や骨格筋指数（SMI）と身体活動との
関係が報告されている．しかし，身体活動量が高かったとしても，栄養摂取状況によっては筋
量獲得に繋がらない場合がある．そこで本研究は，身体活動レベル（PAL）の高い若年女性の
AMMと栄養摂取状況との関係について検討を加えた．

対象は，生活活動調査によるPAL が 1.9，すなわち日本人の食事摂取基準で身体活動レベルが
高い（III）以上だった104 名であった．AMMは多周波BIA法により測定し，栄養素等摂取状況
は，食物摂取頻度調査（FFQg）を用い調査し，1日の総エネルギー（E），たんぱく質（P），脂
質（F），炭水化物（C）摂取量をそれぞれ算出した．

AMMは，PAL，E摂取量および三大栄養素の各摂取量とそれぞれ有意な正相関を示した．三大栄
養素の各摂取量を説明変数とした重回帰分析の結果，AMMに有意に貢献していたのはP摂取量の
みであった．また，E摂取量もしくはP摂取量とPAL，身長，体重を説明変数とした重回帰分析の
結果，AMMに有意に貢献していたのはPAL以外の項目であった．

以上の結果は，身体活動レベルの高い若年者であったとしても，栄養摂取状況，特に総エネ
ルギーおよびたんぱく質摂取量が低い場合，高筋量の獲得に繋がらないことを示唆しており，
若年期からの運動習慣だけでなく適切な栄養摂取が将来的なサルコペニア予防に重要であると
言える．



災害時要配慮者の避難行動から得た個別避難計画作成の要点

デザイン学部ビジュアルデザイン学科 齋藤美絵子，風早由佳，
保健福祉学部現代福祉学科 佐藤ゆかり，情報工学部人間情報工学科 齋藤誠二，綾部誠也，大山剛史

連絡先 齋藤美絵子 cytoo@dgn.oka-pu.ac.jp

災害時に避難行動の制約を受けやすい災害時要配慮者

(以下，要配慮者とする)の早期避難が求められており，

個別避難計画作成は自治体の努力義務とされているが，

作成完了は10％に満たないと報告されている．要配慮者

は「何らかの援助・配慮が必要なひと」と定義されてい

ることから，個別避難計画の立案時に考慮する要点が個

人によって異なることが作成を困難にしていると考えら

れる．

そこで本研究では，過去の災害被災地において実際に

避難行動をとった要配慮者へヒアリングを実施し，その

実態から個別避難計画を作成する際の要点をまとめるこ

とを目的とする．

災害時に実際に地区外へ避難をした18名の要配慮者へ

ヒアリングを行い，大きく４つのケース群に分けること

ができた．そのケース群によって避難および避難遅延を

もたらした要因と個別避難計画作成の要点をまとめ，多

様な要配慮者が自身のケースに当てはめて避難を検討す

ることを可能にした．



Social Impact Bondによる健康ポイント事業参加者の
運動，栄養・食生活，社会参加等の状況の3年間の変化

保健福祉学部現代福祉学科 井上祐介，他

独創

連絡先 井上祐介（岡山県立大学保健福祉学部現代福祉学科） y.inoue@fhw.oka-pu.ac.jp

日本でも健康増進をねらいとする地域環境の整備のために，民間の資金を公的サービスに活用

する枠組みである「ソーシャル・インパクト・ボンド（Social Impact Bond : SIB）」を導入す
る自治体が増えている．

SIBとは，民間資金を活用して民間企業等の事業者が革新的な社会課題解決型の事業を実施し，
その事業成果（社会的コストの効率化部分）に対して，自治体が成果報酬を支払う仕組みであ
る．ヘルスケア領域では，これまでに米国，英国，カナダ，オーストラリアなどで事業展開され
ている．日本では経済産業省が導入を推進している．

A市ではSIBを活用した健康ポイント事業を2019年度か
ら2021年度にかけて実施した．「運動」「栄養・食生
活」「社会参加」の実施に対して健康ポイントを付与し
た．しかし，これまでの研究においてSIBを活用した地
域環境の整備が人々の健康増進や社会参加を増やすのか
についての研究は十分に行われていない．
そこで，本研究では，SIB事業を展開することによる

効果のエビデンスを蓄積することをねらいとし，事業参
加者の主観的健康感，運動，栄養・食生活，社会参加等
の状況について事業参加前後（3年間）の変化を分析す
る．
結果はOPUフォーラムにおいて発表する．



地域連携を基盤とする健康支援のためのヒト介入試験

情報工学部人間情報工学科 綾部誠也、齋藤誠二、大山剛史 
保健福祉学部栄養学科 久保田恵、入江康至、井上里加子 看護学科 住吉和子 
デザイン学部ビジュアルデザイン学科 齋藤美絵子

重点

連絡先 綾部誠也 ayabe@ss.oka-pu.ac.jp

岡山県立大学メディカルフィットネス講座は，本学と近隣大学が地域の自治体・企業と連携して 
，市民の健康づくりに貢献することを目的に行う事業である．これまで，同事業にはのべ2,500余
名の市民が参加し，科学的なエビデンスに基づく行動介入と身体の精密検査による効果判定によ
り，参加市民の健康の保持増進と新たな科学的な知見の創出の両者を果たしてきた．本事業の特
徴は，学内横断的組織での取り組みに留まらず，近隣大学のエキスパートが専門性を融合するこ
とにより包括的に地域の活力の支援を実現していることである．本事業は，人口の高齢化と過疎
化を起因とする諸問題を抱える多くの地方自治体の健全化に貢献する大学シーズとして，一層の
発展が期待される．

公表済学術的成果（一部）
移動支援機器の身体負担に関する研究
身体活動の定量法に関する研究
食行動とメタボリックシンドロームに関
する研究
機能性食品の効能に関する研究
新規電動アシスト自転車の身体効果に関
する研究



コーポラティブ・マシンインテリジェンスを用いた
自己と他者のウェルビーイングの研究（体験型デモあり）

情報工学部 岩橋直人、伊藤照明、石井裕、渡辺富夫
保健福祉学部 坂野純子、趙敏廷、樟本千里、澤田陽一
デザイン学部 齋藤美絵子

重点

連絡先 岩橋 直人 iwahashi@c.oka-pu.ac.jp, 坂野 純子 jsakano@fhw.oka-pu.ac.jp

デモ案内

当日、どなたでも、RoCoCoによる協力タスク
のプレイを体験していただけます。予約不要
ですので直接展示会場にお越しください。

図 3 RoCoCoの表示例と使用の様子

ウェルビーイングと協力とSOC

 ウェルビーイング状態は自己と他者と環境の
相互作用（生活世界）で変化する

 主観的ウェルビーイングはSOC (生活世界に
対する指向の個人特性)と密接な関係がある

 良好な協力＝良好な自己・他者・相互作用

 主観的ウェルビーイングの向上させるために、
この相互作用を心理社会的な力で制御する

 良好な協力を成立させる力＝主観的ウェビー
イング向上の力（仮説）

昨年度の主要成果

協力者間のSOCの関係性が、各協力者の協力タス
クパーフォーマンスに対する主観的評価に影響
を与えることを発見した

協力とSOCの関係が明らかになり、主観的ウェルビーイング向上
に対する本研究アプローチの正当性が示されたことになる

図 2 分析指標の関係図 1 生活世界のカップリ
ングとウェルビーイング



Ｂ

看護・医療



仕事と育児の両立における父親のストレスの実態と
仕事観・子ども観との関連

保健福祉学部看護学科 森永裕美子 保健福祉学研究科看護学専攻 西川萌菜、清野花奈

独創

【目的】父親が仕事と育児を両立していこうとする上で感じているストレスの実態を明らかにし、

父親の仕事に対する考え方と子どもに対する考え方との関連を検討すること。

【方法】保育園に通う３歳児の子をもつ父親を対象に質問調査（自記式またはWeb）を行った。

調査内容は、基本属性、仕事と育児の両立における父親のストレス、仕事観・子ども観とし、

ストレス合計点・ストレスの内容を従属変数、仕事観と子ども観を独立変数として重回帰分

析を実施した。岡山県立大学倫理審査委員会の承認を得て実施した (22-02) 。

【結果と考察】配布数1、999件、回収数765件（回収率38.2％）、有効回答数721件（有効回答率

94.2%）。父親は仕事と育児の両立において高い順に《仕事の時間的拘束に関するストレ

ス》《仕事と育児の制約感に関するストレス》《育児を優先しづらい職場風土へのストレ

ス》というストレス内容を感じていた。また、仕事と育児の両立におけるストレスが高いの

は、＜仕事観＞＜子ども観＞において《制約・負担》感を抱いている父親であった。

連絡先 森永裕美子 morinaga@fhw.oka-pu.ac.jp

父親の育児に対する意識が性役割分業の意識から役割平等意

識へと変化はあるが、職場環境は未だ改善の余地があること

や、現代の男性は他者の存在を意識した行動をとる傾向で、

自分だけ育児休暇を取得しづらいという思いを抱いている可

能性があること、父親は母親と比べて親役割の獲得が難しい

ことなどが父親の仕事や子どもに対する制約・負担感を生み

やすく、仕事と育児の両立におけるストレスに繋がると考え

られた。



生後2～3ヵ月の乳児と母親の寝床内気候・睡眠の比較

保健福祉学部 看護学科 角田八千代

厚生労働省の報告によると、児童虐待相談対応件数は増加傾向であり、児童虐待は社会問題

となっている。虐待行為を促進する重要な先行要因としては育児ストレスがあげられ、睡眠や
夜泣きに関する項目が高い割合で母親の心配の対象となっている。また、1ヵ月児の夜間睡眠
時間が長いほど、母親は育児に意欲的であり、産後うつ病疑いの割合も有意に低く、乳児の睡眠
問題解決は育児ストレス、育児負担の軽減、虐待予防の一助になると考える。

睡眠に影響を及ぼす3大環境要因としては温度、光、音があり、特に温熱環境条件が睡眠に
及ぼす影響は大きく、睡眠の質に関与している。また、乳幼児突然死症候群リスク因子として、
「生後2～4ヵ月」「温めすぎ」「冬」等が欧米諸国で報告されており、睡眠温熱環境は乳児期
早期の児の健康にも大きく影響を与える。寝床内気候（身体と寝具の間の微小な空間の温度と
湿度）は睡眠温熱環境の１つであり、室温が快適でも寝床内気候が高ければ睡眠を妨げる。
しかし、乳児の寝床内気候に関する研究は極めて少ない。

また、寝室の光環境は、睡眠リズムに影響を与えるが寝室内照度は明らかになっていない。

本研究は、冬季に生後2～3ヵ月の乳児とその母親5組の寝床内気候、
睡眠変数の母子比較、寝室内照度の実態を明らかにすることを目的とした。

研究方法は、乳児と母親を対象に在宅で3夜、データロガー、アクチグラフ
を使用し寝床内気候、睡眠変数の測定及び睡眠日誌、寝具等調査を実施した。

現在、測定等で得られた結果より、睡眠時に推奨される乳児の寝具寝衣
素材及び寝室内照明について考察中である。

連絡先 角田八千代 sumida@fhw.oka-pu.ac.jp

データロガー

アクチグラフ



注意欠如/多動症（ADHD）の子どもをもつ母親に対する育児サポートニーズ
～ADHD症状をもつ母親ともたない母親の比較～

保健福祉学部看護学科 網野裕子、沖本克子

連絡先 網野裕子 amino@fhw.oka-pu.ac.jp

【背景】
近年、諸外国においてはADHD症状をもつ女性の子育てについて研究が進んできているが、
日本においては、ADHD症状をもつ母親の子育てに関する研究が少ない。また、ADHDの子ども
をもつ母親の育児サポートニーズが、ADHD症状をもつ母親ともたない母親によって異なるか
どうかは明らかになっていない。

【目的】
ADHDの子どもをもつ母親の育児サポートニーズについて、ADHD症状をもつ母親ともたない
母親で比較すること

【対象】
ADHDの子どもをもつ母親

【方法】
放課後等デイサービスに、依頼書（説明文）を送付した。承諾の得られた施設職員を通して
対象者へQRコード・URL付きの調査依頼書（説明文）を配布し、Webでの回答を求めた。

【結果】
１．ADHD症状をもつ母親ももたない母親も、親自身へのサポートとして【気軽に相談できる
場所がある】【親がリフレッシュできる場所がある】【ピュアサポートの存在がある】

【親の学習機会がある】などのサポートニーズをもっていた。また、子どもへのサポートと
して【子どもの将来を見据えた支援が受けられる】【特性のある子どもが通える習い事】
【子どもの特性にあわせたサポートを受けられる】などのサポートニーズをもっていた。
２．ADHD症状をもたない母親は【きょうだい児へのサポート】【幅広い情報発信】を求めて
いた。これらは、ADHD症状をもつ母親ではみられなかった。



快適な学校生活とベストパフォーマンスを発揮するための月経に関する
健康教育

保健福祉学部看護学科 岡﨑愉加
岡山県立大学コミュニティ家族ケア研究会 梶谷さとこ、山下亜矢子、原直美、妹尾奈月

連絡先 岡﨑愉加 yukai@fhw.oka-pu.ac.jp.

【はじめに】思春期は女性の生涯を通したリプロダクティブヘルスの維持向上のために重要な時
期であるが、高校の保健室には月経痛により日常生活に支障をきたしている生徒が少なからず訪
れる。そこで、月経痛が女子高校生の学校生活に与える支障を明らかにすることを目的とした研
究の成果を基に、月経痛に関する健康教育教材の作製を試みた。

【方法】2021年8～10月、A県の女子高校生961人を対象に無記名自記式質問紙調査を実施した。
調査項目は、基本属性、生活習慣、ストレス自覚、月経の有無、月経痛の頻度と程度、月経痛対
策、月経観、月経による学校生活への支障等である。分析にはχ2検定、Kruskal-Wallis検定を
用いた。本研究は岡山県立大学倫理委員会の承認を得て実施した（受付番号21-11）。

【結果】有効回答707人中、月経痛あり90.1％、月経を嫌だと思う42.9％、面倒だと思う72.3％
であった。月経による試験への支障あり40.9％、運動部活動の成果への支障あり41.9％、文化部
活動の成果への支障あり16.8％、授業や学校行事等の普段の学校生活への支障あり57.6％であっ
た。試験や運動部活動・文化部活動の成果への支障と有意差を認めた項目は月経痛の程度であ
り、普段の学校生活への支障と有意差を認めた項目はストレス自覚と月経痛の程度であった。試
験、部活動の成果、普段の学校生活のいずれも支障がある者は月経痛が強い傾向がみられた。

【結論】女子高校生の9割に月経痛があり、月経痛は、試験・部活動・
普段の学校生活への支障に関連していた。月経痛に関する健康教育教
材には、月経痛の正しい対処方法に加え、月経痛が女子高校生の学校
生活に支障を与えている現状を教員や保護者に周知する内容も必要で
あることが示唆された。以上から、高校生向けのリーフレット教材暫
定版を作製して高校生に配布した。今後は、暫定版の高校生の評価か
ら加筆修正し、完成版を作製する（OPUフォーラム当日に展示）。

リーフレット暫定版の一部

地域



重度心身障害児（者）における食事支援としての米麹甘酒の有効性

保健福祉学部栄養学科 入江康至、井上里加子 現代福祉学科 佐藤ゆかり
情報工学部人間情報工学科 綾部誠也 保健福祉科学専攻・博士後期課程 影山鈴美

重点

連絡先 入江康至 yirie@fhw.oka-pu.ac.jp，

重症心身障害児（者）（以下，重症児（者）と示す）が抱える複数の身体的な健康問題の中

でも，便秘は頻繁に併発する症状であり胃食道逆流症や腸閉塞といった深刻な問題を引き起こ
す可能性がある．便秘の管理には，食物繊維を中心とした食事療法があるが，重症児（者）は
摂食嚥下障害等から限界があり，実際には緩下剤や浣腸による薬物療法が中心となっている．
このことは，重症児（者）の身体的・精神的ストレス及び介護者の負担増大を招くことから薬
物に頼らない便秘改善は重要な課題である．

米麹甘酒は，便秘改善に一定の成果が報告されており，アル
コール分が含まれないため老若男女すべての者で摂取が可能で
あり，一定のとろみがあるため嚥下の面でも重症児（者）に適
している．本研究室では，これまで若年女性や高齢者を対象に
米麹甘酒摂取により便秘症状の軽減と同時に腸内細菌叢が変化
していることを発見し報告している．腸内細菌叢については，
腸内環境と全身疾患発症の密接な関わりが明らかになりつつあ
り，個人の健康維持・増進や最適な医療提供への重要な役割を
担うことが期待されている．そこで本研究では，重症児（者）
を対象に，重症児（者）の特性や便秘発症に関連する腸内細菌
叢の探索を行い，米麹甘酒摂取による便秘症状及び腸内細菌叢
への影響を明らかにする．また重症児（者）の便秘改善法の一
つとして米麹甘酒を利用した食事支援への新しいアプローチが
提案でき，高齢化している重症児（者）とその家族が安心して
施設や家庭で養育していけることを期待している．



血小板型12-リポキシゲナーゼによる肝線維化抑制機構の解明

保健福祉学部栄養学科 高橋吉孝、戸田圭祐、川上祐生、山本登志子

独創

連絡先 高橋吉孝 ytaka@fhw.oka-pu.ac.jp

非アルコール性脂肪性肝炎(NASH)は非アルコール性脂肪性肝疾患(NAFLD)の進行した病態であ
り、飲酒歴がないにも関わらずアルコール性肝炎に類似した肝組織所見が見られる炎症性肝疾患
である。NASHは、単純性脂肪肝に酸化ストレスが加わり進行するとの仮説があるが、発症機構の
詳細については十分に解明されていない。我々はこれまでの独創的研究で、メチオニン-コリン
欠乏食(MCD食)給餌により作成したNASHモデルマウスの肝臓において、コントロールマウスと比
較して血小板型12S-リポキシゲナーゼ(LOX)の酵素活性が有意に上昇することを見出した。また、
免疫組織染色より本酵素が肝星細胞に局在すること、肝星細胞の活性化の過程で本酵素の発現レ
ベルが上昇することを明らかにした。活性化した肝星細胞は肝線維化において中心的な役割を果
たすことが知られている。

血小板型12S-LOXの肝線維化における役割を解明するために、まず、血小板型12S-LOXノック
アウトマウスと野生型マウスのそれぞれにMCD食を給餌してNASHモデルマウスを作成し、肝
繊維化の程度を比較した。シリウスレッド染色により調べたコラーゲンの面積比は、野生型マウ
スが約3.1%であったのに対し、血小板型12S-LOXノックアウトマウスでは約5.6%と有意に高かっ
た。同様の結果は、ノックアウトマウスと野生型マウスのそれぞれから、ヒトのNASHの病態モデ
ルにより近いとされるSTAMマウスを作成した場合にも得られた。昨年度までの独創的研究の成果
で、ヒト肝星細胞株であるTWNT-1細胞に血小板型12S-LOXのcDNAを挿入した発現ベクターを導入
し、本酵素を安定的に発現するが活性の異なる2つのクローンを比較したところコラーゲン遺伝
子であるCOL1A1、COL1A2の発現量がいずれのクローンにおいても野生型のTWNT-1細胞に比べて有
意に低下していた結果と合わせると、血小板型12S-LOXは肝線維化を抑制する方向に働くことが、
in vivoとin vitroの両方で示されたことになり、そのメカニズムの解明に向けさらに研究を進
めて行く予定である。



肝星細胞活性化における血小板型12-リポキシゲナーゼの誘導

保健福祉学部栄養学科 戸田圭祐、川上祐生、山本登志子、高橋吉孝
保健福祉学研究科栄養学専攻 岡本知子

独創

連絡先 戸田圭祐 ktoda@fhw.oka-pu.ac.jp

非アルコール性脂肪性肝炎(NASH)は、飲酒歴がないにも関わらずアルコール性肝炎に類似した
肝組織所見が見られる炎症性肝疾患である。NASHの進行過程では、肝細胞やクッパー細胞からサ
イトカインなどが放出され、肝星細胞が活性化して線維化を促進すると考えられている。我々は
これまでの独創的研究で、NASHモデルマウス肝において肝星細胞が活性化する過程で血小板型
12S-リポキシゲナーゼ(LOX)遺伝子の発現レベルが上昇すること、ヒト肝星細胞の細胞株TWNT-1
における血小板12S-LOXの過剰発現によりコラーゲン遺伝子の発現レベルが低下することを明ら
かにした。サイトカインの1つである腫瘍壊死因子(TNFα)で処理したラットの肝星細胞で、
Col1a1の発現が低下したとの先行研究があるが、ヒト肝星細胞株TWNT-1において検討したところ、
COL1A1の発現は低下した。そこで、サイトカインにより肝星細胞が活性化される過程で血小板型
12S-LOXが誘導される仕組みを解明することを目指し研究を進めた。
肝星細胞に受容体があり、NASHで発現レベルが上昇することがこれまでに報告されているサイ

トカインとして、TNFα、トランスフォーミング増殖因子β(TGFβ)、単球走化性促進因子(MCP-
1)、血小板由来成長因子(PDGF)、結合組織成長因子(CTGF)の5つがあったため、まず、これらに
より血小板型12S-LOXの発現が上昇するかどうかを調べた。本遺伝子の転写調節領域の下流にガ
ウシアルシフェラーゼ(GLuc)遺伝子をつないだ発現プラスミドをTWNT-1に導入し、先ほどの5つ
のサイトカインをそれぞれ添加し、GLuc活性を測定したところ、TNFαとMCP-1において濃度依存
的にGLuc活性が上昇した。一方、プラスミド未導入のTWNT-1にTNFαとMCP-1を添加し、RNAを回
収してリアルタイムPCRより発現レベルを測定すると、TNFα添加によって、活性では検出できな
いレベルの血小板型12S-LOX遺伝子の発現レベルが濃度依存的に上昇したが、MCP-1においては上
昇が見られなかった。
以上の結果から、TWNT-1においてTNFαの刺激により血小板型12S-LOXの発現上昇を介し、

COL1A1の発現が低下することが示唆された。



組織の比熱を利用した骨量の推定

保健福祉学部看護学科 荻野哲也
保健福祉学研究科保健福祉科学専攻 森本愛子

連絡先 荻野哲也 togino@fhw.oka-pu.ac.jp

日本では高齢化とともに増加する骨粗鬆症や骨折が社会的に問題となっている。骨粗鬆症の

簡便な検査法が得られれば、早期発見や予防に有益である。骨粗鬆症では骨量が減少し、その
部分が脂肪組織や結合組織に置き換わると考えられるが、骨組織は脂肪組織などに比べ比熱が
小さいとの報告がある。そこで本研究では、皮膚の直下に骨のある脛骨内果を冷却したときの
熱の移動と温度変化とを測定することで、骨量の推定が可能かどうかについて検討した。

大学生の男女計39名を対象とした。脛骨内果に温度センサーと熱流センサーを貼付し、二重
の乾いたタオルで覆い定常時の皮膚温と熱量を数分間記録した後、氷嚢で30秒間冷却し、温度
と熱流の変化を連続的に記録した。更に踵骨の骨密度を超音波骨密度測定器を用いて測定し
た。本研究は岡山県立大学倫理委員会の承認(受付番号20-14)を受けた。

超音波骨密度のTスコアOSISD(x)と冷却
で皮膚温が1℃変化する際に移動したエネ
ルギー(y)との回帰式は男性y=-235.81x＋
3870.8、R2=0.2714、女性y=-118.29x＋
3576.1、R2=0.0095で、男性は負の相関を示
す傾向が見られたが男女とも統計的に有意
な相関は見られなかった（図）。今後は骨
密度に低下の見られる被験者を加えて更に
検討する必要がある。

図 皮膚温を1℃変化させるのに要したエネルギーと超音波骨密度
（T score OSISD）との散布図
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看護師によるEnd of Life Discussion の実践に関する研究

保健福祉学部看護学科 井上かおり 實金栄

独創

連絡先 井上かおり inouekao@fhw.oka-pu.ac.jp

目的：End Of Life Discussion（EOLD）とは，差し迫った病状において，患者が望むケアの
目標や願い，価値観を明らかにするような対話のプロセスである。本研究は，看護師のEOLD実
践状況を明らかにすることを目的とした。
方法：調査は，日本病院会会員一覧より無作為抽出した医療機関90施設に勤務する900人の看
護師を対象とした無記名式質問紙により実施した。315人から返送があり，回答に欠損の無い
207人を分析対象とした。調査内容は，基本属性，EOLDである。本研究は本学倫理審査委員会
の承認を得て実施した（受付番号22-13）。
結果：「実践できていると思う」の回答が多かった上位2項目は，「9.患者や家族らが死を意
識し，これからについて不安・苦悩を抱いているように感じられた時に，患者や家族らの話を
傾聴する時間を作っている」「5.苦痛緩和のために必要な医学的管理を検討するための話し合
いを，医療・ケアチームに提案している」であった。一方，「実践できているとは思わない」
の回答が多かった上位2項目は，「3.患者の病状・状況に即したケアチームを柔軟に作ってい
る」「6.Good Deathを見据えた今後の医療・ケアについて会話するために，患者・家族らと話
をする時間を作っている」であった。
考察：患者の思いを傾聴する時間をつくる実践はできていたが，Good Deathを見据えた話し
合いは実践できていなかった。それには，死を話題にすることに対する恐怖心から最期を見据
えた介入ができないことが考えられる。また，苦痛緩和のカンファレンスを医療・ケアチーム
に提案する実践はできていたが，患者の状態に合わせてケアチームを柔軟に作る実践はできて
いなかった。それには看護師の人員・調整力不足が考えられる。

本研究は、独創的研究費の助成を受けて実施した「看護師によるEnd of Life Discussion（EOLD）への関連要因の検討」の一
部である。



訪問看護師の看護実践における倫理的苦痛の関連要因の検討

保健福祉学部看護学科 實金栄、井上かおり、名越恵美

独創

患者（利用者）の自己決定を尊重した医療，ケアの提供において，特に在宅ケアでは資源や
ケアの担い手の有無および患者とケアの担い手との関係性等の課題が障壁となる場合がある。
このような課題や障壁によって，看護師はジレンマを抱くことが指摘されている。そしてこれ
らの課題は解決できる場合ばかりではなく，解決できない課題も多い。そのような中で看護師
が，解決し難いケースを避けたり離職することなく，看護を継続するためには，自身に対する

ケアも重要となる。看護師自身に対するケアには，近年着目されている個人特性としてセル
フ・コンパッションがある。そこで本研究は精神健康へのストレスや個人特性の関係を明らか
にすることを目的に行った。

調査項目は個人特性（Over-involvment：巻き込まれ，セルフ・コンパッション），看護師
の倫理的悩み，精神健康，離職意向で構成した。これらの関係性をA県下の訪問看護ステー

ションに勤務する看護師142人のデータを用いて解析した。解析により下図の結果が得られ
た。
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巻き込まれの要素は，患者に寄り添っ
たケアをするためにある程度必要であ

る。しかし強すぎるとストレスとして認

知される。さらにそのストレスに対し自
己批判や囚われは，精神健康を害し，離職を
招く。したがって，巻き込まれを防ぐために
は，スーパーバイザーの存在やセルフ・コン
パッションを高めるために，感情を開放し，
承認が得られるケア・カフェのような場が必
要とされている。
連絡先 實金 栄 mikane@hfw.oka-pu.ac.jp



新型コロナウイルス感染症に対する個人防護具着用表面の汚染領域評価

保健福祉学部看護学科 森本 美智子 山梨大学工学部 清水 毅

独創

連絡先 森本美智子 morimoto@fhw.oka-pu.ac.jp

〔目的〕本研究の目的はCOVID-19 感染症に対する個人防護服を着用し、模擬患者の体位変換を
実施した際の感染防護服表面の汚染部位を可視化することにより汚染領域を評価し，安全な感染
防護服の着脱教育へつなげるための基礎資料を得る。
〔方法〕研究期間：2022年１月6日～2023年3月31日。被験者：女性看護師7名。
個人防護具着汚染評価実験：Ａ大学看護学実験室,環境条件：気温22±2.6℃, 湿度
23±1.91％。被験者は市販の従来の個人防護具（長袖のプラスチックガウン，フェイスシール
ド，サージカルマスク，手袋）を着用し，ガウンの下には半袖ユニホーム，下着と靴下を着用し
た。
実験手順：蛍光粉末を模擬患者役の全体に塗布し，患者ケア（移動動作）を実際に行い，看護
師のプラスチックガウンの表面に付着した蛍光粉末を汚染部位とみなし画像撮影し,画像分析を
身体領域毎に解析し評価した。体位変換は看護上最も日常的に行われる患者がベッドから椅子に
移動動作とした。画像処理による解析手法では，画像の撮影位置やUVライトの照射角度，カメラ
と対象までの距離により，三次元スキャナとカメラおよびUVライトを組み合わせることで三次元
的な蛍光領域の分布を定量的に評価できる装置を利用した。倫理的配慮：岡山県立大学研究倫
理委員会の承認を得て行った（申請番号：21-43）。分析方法：データは専用の画像解析は
ExceL2019に入力し，データの統計解析を行った。評価項目は個人防護具のガウンの汚染部位の
特定と7人分のガウン汚染領域の割合を平均値±SD（％）とした。〔結果・考察〕プラスチックガウンへUVライトを当て，わずか10秒
以内の体位変換後のガウンの7人の平均汚染度は右腕部が平均
24.1±15.2％（n=7）と最も汚染がみられた。次にガウン下部が平
均18.0±13.2％（n=7），胸部の平均15.2±9.0％（n=7）,左腕部は
平均14.1±11.4％（n=7）の汚染領域がみられた。これらの汚染領
域を可視化し，安全な脱衣教育が重要であることが示唆された。

図１．個人防護具汚染領域

右上腕部



地域包括ケア病棟師長のがん看護に関する病棟マネジメントの実践

保健福祉学部 看護学科 名越恵美、保健福祉学研究科 博士後期課程 荒井葉子
関西福祉大学 看護学部看護学科 難波峰子

共同

連絡先 名越恵美 naogshi@fhw.oka-pu.ac.jp

【目的】がん患者は、がん診療拠点病院等で治療終了後、がん診療を実施する医療機関の地域包
括ケア病棟を介して在宅復帰している現状がある。
本研究では、がん患者が希望する療養生活実現に向けた示唆を得るため、地域包括ケア病棟にお
いて病棟師長が、看護師の教育及び病棟管理のマネジメントをどのように行っているか明らかに
することを目的とする。

【方法】質的帰納的研究デザイン。がん診療を実施する医療機関の地域包括ケア病棟の病棟師長
に半構造化面接をインタビューガイドに沿って個室で実施した。面接内容はICレコーダーに録
音、
逐語録に記載。病棟師長のマネジメントの実践に着目し、コード化、カテゴリー化した。
【結果】研究参加者は、300床以下の5病院に所属する地域包括ケア病棟師長5名。
平均年齢は、51.8歳±9.1歳、師長としての経年数は、10.0±3.7年であった。
病棟師長のマネジメントは、10 カテゴリーであった。
【考察】自施設や病棟の医療に関する限界を理解した上
で、地域の病院であることを第一義として、終末期がん
患者と家族の療養生活への「思いを引き受けること」で
あると考える。また、がん患者が常時入院していない状
況下で、がん治療・看護を円滑に行うために、医療者間
の齟齬やスタッフのアセスメントへの危惧を払拭し「整
えること」であると考える。患者の希望する療養生活に
向けて、地域に根差した病院の地域包括ケア病棟として
使命を果たすためのマネジメント実践が明らかとなっ
た。
本研究はWESCO研究助成2022を受けて実施した



ＶＲ(Virtual reality)による看護教育プログラムの構築と評価

保健福祉学部看護学科 犬飼智子 名越恵美

独創

連絡先：犬飼智子 inukaito@fhw.oka-pu.ac.jp. 

看護学科3年後期に開講している「看護アセスメント学」は、臨地実習前に看護実
践能力を高めるための重要な位置づけである。本授業にて、VRを用いたシミュレー
ション演習を計画し、教育効果を評価した。

研究方法
1）研究対象者：看護アセスメント学を受講した3年生40名。
2）VR教材：コミュニケーションプランニングの「看護教育用VR教材」のうち

老年看護学「アルツハイマー型認知症患者のRFAに伴うケア」を使用。
3）演習方法：5～6名のグループで実施。看護師役の学生がVRゴーグルを着用し、
患者の対応を行った(10分)。
実施中はiPadでミラーリングを行い、
グループ内で共有した。
実施後にデブリーフィングを行った。

4）評価：目標の到達度、ARCS評価等。
結果
演習目標に対する学生の評価は、

十分に達成・やや達成を合わせて
各項目が８割程度であった(図1)。
ARCS評価では、演習に対する学生の
「関心」の項目が高かった。
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図１：VRシミュレーション演習の到達度
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看護技術教育用オンライン教材の利用状況と次年度の利用希望

保健福祉学部看護学科 佐藤美恵、髙林範子、佐々木新介、犬飼智子、實金栄

独創

連絡先 佐藤美恵 ysato@fhw.oka-pu.ac.jp

【背景】本学科では2021年7月より、看護技術教育用オンライン教材（ナーシング・スキル）
を導入し、学生が時間や場所の制限なく手順や動画等を視聴できる学習環境を整えた。
2021年度のアクセス数は2967件であり、学生を対象とした質問紙調査では、動画視聴後の
理解度や満足度が高いことが明らかになった。自由記載欄には、「いつでもアクセスでき
てとても便利」、「分かりやすい」等の記載があった。

【目的】看護技術教育用オンライン教材の2022年度の利用状況および2023年度の利用希望を
明らかにする。

【方法】対象は看護学科の1～4年生である。2022年度の利用状況は、教材の管理ツールから
データを収集した。2023年度の利用希望は、本学科で実施された電子教材の活用に関する
アンケート調査の１項目としてデータを収集した。

【結果】2022年度（2月3日現在）のアクセス数は
5095件であった。2023年度の利用希望を図１に
示す。利用を希望する者が108名、どちらでも
ない者が28名、希望しない者が11名であった。

【考察】看護技術教育用オンライン教材へのアク
セス数は、前年度と比較して大幅に増加してお
り、学生による利用が進んでいるといえる。
7割以上の学生が次年度も利用を希望しており、
学生にとって有用な教材であると考えられる。

図1 オンライン教材の2023年度の利用希望
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コロナ禍における慢性疾患患者の地域での
新たな看護ケアシステム構築の試み

保健福祉学部看護学科 藤堂由里、住吉和子

独創

連絡先 藤堂由里 yuri_toudou@fhw.oka-pu.ac.jp

目的：コロナ禍において、慢性疾患患者が健康を維持するために必要な看護支援を専門看護師
・認定看護師などの特定看護分野のスペシャリストと地域のクリニックなど看護のスペ
シャリスト不在の施設において、糖尿病教育のための看護ケアシステムを構築することを
目的とする。

方法：１．岡山県内の認定看護師、糖尿病療養指導士を対象に、所属施設以外の施設に通院中
の患者を対象とした糖尿病教育を提供することの可能性についてインタビューを行
う。

２．出張教育が可能と回答した糖尿病を専門とする看護師とその所属長を対象に、施設
外での教育提供の条件、提供可能な内容、提供方法について確認する。

３．調査の結果をもとに地域ごとに、糖尿病専門医が不在のかかりつけ医を対象に、糖
尿病患者教育のニーズや条件について調査を行う。

４．糖尿病教育を提供する側の条件と教育の提供を受ける施設のニーズのマッチングを
行い、小グループを作る。

５．糖尿病専門医と糖尿病専門看護師・認定看護師、かかりつけ医の間で連携に使用さ
れているクリティカルパスを参考に、患者の希望や教育内容が記入でき情報が共有
できるツールを作成する。

現在調査中につき、結果はOPUフォーラムのポスターで報告させていただきます。



超音波画像による足趾爪病変の観察と看護ケアの評価に関する研究

保健福祉学部 看護学科 佐々木新介
保健福祉科学研究科 看護学大講座 石川静香

独創

連絡先：佐々木新介 s-sasaki@fhw.oka-pu.ac.jp.

【背景】足趾の爪は身体のバランスを取る役割がある。爪病変があると転倒リスクが高まるた
め、爪ケアは重要である。しかし、足趾の巻き爪や肥厚爪は目視できない部分があり、
爪切りの難易度が高い。そのため、爪切り時に出血を引き起こす危険性があり、看護
師は爪切りを避ける傾向にある。

【目的】超音波診断装置を用いて足趾の爪を可視化し、安全な爪ケアへの応用を目指す。

【方法】①20歳代の健常人（55名110足、男性11名、女性44名、平均年齢21.5±1.3歳）で爪甲
の厚さなどを分析した。②足趾の爪病変（肥厚爪を有する対象者）での爪の描出を検
証した。実施は、水中に足趾を浸漬した状態で爪甲の観察を試みた（図1、2）。

【結果】20歳代の爪甲の厚さの平均値は、0.64±0.08 mmだった。肥厚爪の描出は可能であっ
た（図3）。

【結論】超音波診断装置を用いることで、爪病変でも爪甲の厚さの可視化が可能であり、安全
な爪ケアへの応用が示唆された。



内視鏡カメラ位置姿勢推定システム「ラパロSLAM」の精度評価

情報工学部 人間情報工学科 小枝 正直

独創

連絡先 小枝正直（koeda@ss.oka-pu.ac.jp）

我々は京都大学病院泌尿器科と共同でロボット支援腹腔鏡下腎部分切除術サポートシステムを開
発中である．本システムは，画像特徴点を用いるVisual SLAM (Simultaneous Localization and 
Mapping) を応用して内視鏡カメラ位置姿勢を計測し，拡張現実感（ AR ）技術により臓器や血
管，腫瘍等の3次元コンピュータグラフィックスモデルを内視鏡映像に重畳表示可能である．ま
た，内視鏡映像内に映った手術器具上に現れる特徴点を排除し，高安定・高精度化する「ラパロ
SLAM」を開発しているが，精度は未評価であった．そこで本研究では，単軸ロボットとVR用3次元
位置姿勢計測システム（VIVE Base Station及びVIVE Tracker）を用いて精度評価を行った．ま
ず，単軸ロボットを用い， VR用3 次元位置姿勢計測システムの単軸方向の計測精度を確認した．
計測データからスパイクノイズを除去した後，ウインドウサイズ9の平均値フィルタを適用したと
ころ，誤差（RMSE）は1[mm]程度に収まることが分かった．次に，カメラとTrackerを固定して3次
元的に動かし，VR用3 次元位置姿勢計測システムとSLAMによりそれぞれの位置を計測・比較した．
その結果，3次元的な動きでは誤差（RMSE）が30[mm]程度発生することが
判明した．今後，誤差の原因を追求し，さらなる精度向上を目指す．

Visual SLAMの特徴点検出

手術支援ロボット daVinciXi

AR手術支援システム



脳損傷者の比喩理解

保健福祉学部現代福祉学科 中村 光
倉敷平成病院言語聴覚科 藤本憲正

共同

連絡先 中村 光 hikaru@fhw.oka-pu.ac.jp

脳血管疾患、脳外傷、変性認知症疾患などに罹患した人では、非字義的表現（比喩、慣用句、
皮肉など）の理解が困難な場合がある。私たちは、その本態についての研究を進めている。
【対象】①脳血管疾患による失語症者（PWA）15人、②脳血管疾患により右半球を損傷しコミュ
ニケーション障害を示す（RHD）15人、③軽度Alzheimer型認知症者（DAT）20人、④PWA群・RHD
群と年齢を揃えた健常高齢者（NC1）15人、⑤DAT群と年齢を揃えた健常高齢者（NC2）20人。
【方法】〈材料と手続き〉一般的になじみのない直喩文（例：道は、血管のようだ）を文字＋
音声で対象者に提示し、各文それぞれ正答（道は、張り巡らされている）、趣意表現（道は、
通路である）、媒体表現（道は、血液を運ぶ管である）、魔術的表現（道は、血管になる）の
4つから、その意味に合致するものの選択を求めた。全30問。〈分析方法〉比喩文30の性質につ
いて、天野ら（1999）、中本ら（2014）、岡ら（2019）の研究から、それぞれの10のパラメータ
（表の横軸）値を得て、各群の平均正答率とのSpearman相関係数を求めた。
【結果】有意または有意傾向の相関を示したのは表の通り。

【結論】脳損傷各群の正答率は
ほぼ同じだが、どのような比喩
が理解されにくいかは異なる。

RHD群・DAT群では解釈数値・
解釈多様性値が高い比喩が理解
されにくく、第１解釈以外の解
釈を消去する比較・判断の過程
に問題があるものと考えた。



認知症になりやすさ指標（ADs）の予測妥当性の検証

保健福祉学部現代福祉学科 澤田 陽一

独創

従来、認知機能低下のスクリーニングは、Mini Mental State Examination（MMSE）などの対

面式で行われる心理検査が用いられてきたが、当該検査の評価はその特性上、天井制限があ
るため、認知正常者から軽度認知障害者の判定に曖昧さがあることが指摘されている。その
ため最近では、確定診断後の認知症者の脳画像データベースと人工知能の技術を用いて、認
知症になりやすい脳の特徴を指標化し、それにより将来の認知症発症を予測する試みがなさ
れている。Brain Anatomical Analysis using Diffeomorphic deformation（BAAD）はその一つであ
り、得られた脳画像の精度の高い描出と標準化を行い、Alzheimer‘s Disease Score（ADs）を算
出するプログラムである。

これまでにADsと関連する領域は左図の通り、

記憶関連領域である海馬等を含む広範な領域で
あることを同定しているが、縦断的分析による
ADsの関連領域の変化やその他の指標との関連は
明らかにされていない。

そこで、本研究では、高齢者を対象に、ベー
スライン時および約1年後の脳MRIデータおよび
ADsと種々の認知機能検査（ Mini Mental State
Examination、その他の遂行機能検査など）にお
ける成績との関連を分析することにより、ADsの
予測妥当性を検証するとを目的とした。

現在、データを取得中であり、本学開催の
OPUフォーラムまでに解析を済ませ、その結果
（の一部）を報告する予定である。

連絡先 澤田陽一 ysawada@fhw.oka-pu.ac.jp
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給食経営管理の視点から見た弁当の献立作成条件の検討

連絡先 田淵真愉美 tabuchi@fhw.oka-pu.ac.jp

【目的】近年、コロナ禍においてテイクアウトで食事を利用する機
会が増えており、提供者側の体制も変化していることが予想され
る。本研究では、栄養バランスのとれた美味しい弁当を安全かつ継
続的に提供するための体制づくりの一環として弁当の献立作成条件
を設定することを目的とした。
【方法】対象者を想定して弁当の献立作成条件を設定し、献立作成
を行った。実際に調理して容器に盛り付けた後、設定した献立作成
条件について集団給食における給食経営管理の視点から検討した。
【結果】弁当の献立作成条件として、栄養および衛生面への配慮、
対象者の嗜好および味覚への配慮、容器の形状や材質の考慮、電子
レンジでの再加熱等が考えられた。提供者の立場からは、調理時の
作業工程が複雑でなく既存の調理機器および人員の作業能力に見
合っていること、一食あたりの価格を設定した上で旬の食材や地場
産物を活用し安価で良質な食材を取り入れること等を設定した。
【考察】弁当の基本的な献立作成条件は、栄養や衛生、嗜好、費
用、品質保持等であり、集団給食における献立作成基準と同様で
あった。特に、弁当では容器の形状から主食・主菜・副菜を区別し
にくい場合があり、栄養バランスにも影響する可能性があることか
ら、集団給食と同様の手順により、想定した対象者の給与栄養目標
量や食品構成を設定することも有効であると考えられた。

保健福祉学部栄養学科 田淵真愉美、永井優実、小野すず、田中沙季、渡邊涼子
田中希、𠮷田七海、森山日向子

高齢者への提供を想定した弁当



授乳婦と母乳栄養改善のための栄養サポートに関する研究

保健福祉学部栄養学科 山本登志子，津嘉山泉 保健福祉学部看護学科 岡﨑愉加
保健福祉学研究科栄養学専攻 大角美穂，丸岡紗也

独創

連絡先 山本 登志子 toshiko@fhw.oka-pu.ac.jp

DOHaD（Developmental Origins of Health and Disease）学説では，「胎児期や生後直後
の健康・栄養状態が成人期の健康に影響をおよぼす」とされており，乳児期の栄養環境，すな
わち乳汁の質が，将来の体質や健康，疾病罹患リスクに影響すると考えられる．乳児期の栄養
は，乳汁に依存し，その中でも母乳は児にとって最適な栄養源と考えられる．しかしながら，
母乳育児においては，母親の栄養環境や体調が母乳の質に大きく関与し，さらには，母体に対
しても，乳房トラブルや泌乳量そのものへの影響が考えられる．よって，授乳婦の食事の質
が，児の健やかな成長だけでなく，授乳婦自身の健康を支える源となる．

本研究では，授乳婦を対象とした24時間思い出し法による食事調査と，アンケート調査に
よって，泌乳量や乳房トラブルに関連する栄養素や食品を探索した．その結果，乳房トラブル
をもつ授乳婦では，炭水化物の摂取量が多く，泌乳量の少ない授乳婦では，総多価不飽和脂肪

食事の改善

乳房トラブル
の改善

産後うつの
回避

泌乳量の上昇
（母乳育児の推進）

酸，n-6系脂肪酸，リノール酸，αリノレン
酸の摂取量が有意に少ないことが分かった．
さらに，泌乳量と産後うつ傾向に関連が見ら
れた．

以上の結果より，乳房トラブルや泌乳量に
関与する栄養素が推定されたので，さらに関
連する食品や食事環境などについても調査を
進めたい．これらの研究により，授乳婦の心
身の健康を支える食事療法の構築を目指す．



大学研究シーズを活用した機能性表示食品の開発研究
～トウビシエキスについて～
保健福祉学部栄養学科 伊東秀之，岩岡裕二
林兼産業株式会社 上村知広

共同

連絡先 伊東秀之 E-mail: hito@fhw.oka-pu.ac.jp

【目的】トウビシ（Trapa bispinosa）は，ヒトにおいて血糖値上昇抑制作用及び抗糖化作用を
有することが示されており，機能性素材として注目されている。トウビシ熱水抽出エキスに含ま
れる機能性関与成分およびそれらの生体内動態の解明を行い，トウビシエキスの機能性表示食品
の開発研究を行った。
【実験】トウビシ熱水抽出エキスを有機溶媒による抽出，各カラムクロマトグラフィーによる分
離，精製を繰り返し，成分を単離するとともに質量分析-高速液体クロマトグラフィー（LS-MS）
分析により成分の同定および定量を行った。同定した化合物について，抗糖化活性を評価し，機
能性関与成分の特定を行い，関与成分の生体内挙動についても検討した。
【結果および考察】トウビシエキスを各種カラムクロマトグラフィーによる分離，精製を繰り返
し，11種のポリフェノールを単離し，スペクトルデータの解析に基づきそれらの化学構造を明ら
かにした。さらに LC-MS 分析により30種のポリフェノール関連化合物の同定，定量を行い，
gallic acid などの低分子ポリフェノールや加水分解性タンニンの含量が多いことを明らかにし
た。次にトウビシエキスの抗糖化作用の関与成分を特定するために，同定した化合物の最終糖化
産物(AGEs) 生成阻害作用と AGEs 前駆物質分解作用を評価した。AGEs 生成阻害作用ではガロタ
ンニンとエラジタンニンが，AGEs 前駆物質分解作用では低分子ポリフェノールがそれぞれ強力
な活性を示した。さらに関与成分の生体内挙動を検討するために，トウビシエキスをラットに経
口投与後の血中，尿中排泄濃度を LC-MS/MS 法により解析した結果，エラジタンニン代謝物は吸
収，排泄に時間を要するが，ガロタンニン代謝物は速やかに生体内に吸収，排泄されることが示
され，代謝物のタイプによってそれぞれ異なる生体内挙動を示すことが明らかになった。
本研究によりトウビシエキスの機能性関与成分を特定し，それらの生体内挙動の特性も解明す

ることができ，機能性表示食品の届出において有用な科学的基礎データを提供することができた。



炎症性脂質メディエーターの合成系に対するセリ科植物の影響の解明

保健福祉学部 栄養学科 川上祐生，鍵田真奈、森口映海

独創

連絡先 川上祐生 kawaka@fhw.oka-pu.ac.jp

炎症性脂質メディエーターであるロイコトリエンやプロスタグランジンは、アレルギー疾患

や炎症の増悪化に関与する。そのため、炎症性脂質メディエーターの合成を制御することがで
きれば、これらの病態を制御できると考えられる。私たちは、これらの炎症性脂質メディエー
ターの合成に関わる酵素をターゲットに研究を進めている。

セリ科植物であるセロリには様々な健康有益性があり、フラボノイド類やテルペン類などの
成分が含まれている。これまでに、フラボノイド類やその関連化合物が炎症性脂質メディエー
ター合成酵素のはたらきを阻害することが報告されているが、セロリについての報告はない。
そこで本研究では、炎症性脂質メディエーター合成酵素の１つである5-リポキシゲナーゼのは
たらきに対するセロリの影響を検討した。

セロリから調製した抽出物につい
て、5-リポキシゲナーゼ活性の阻害効
果を確認した。その効果は、セロリの
茎よりも葉で強いことが示された。現
在は、薄層クロマトグラフィー法や高
速液体クロマトグラフィー法を利用し
て分画し、5-リポキシゲナーゼ活性の
阻害効果を示す成分の同定を進めてい
るところである。

セロリ 薄層クロマトグラ
フィーによる分画



大豆イソフラボンによる癌幹細胞への作用

保健福祉学部栄養学科 首藤恵泉

独創

連絡先 首藤恵泉 shuto@fhw.oka-pu.ac.jp

わが国における死因の第一位は悪性新生物であり、その死亡者数は上昇し続けている。
2021年において約38万人が悪性新生物により死亡したことが報告されており、これは死亡者
全体の約３割を占める。近年では免疫チェックポイント阻害剤や分子標的薬など新たな治療
法も開発されているが、治療後も治療抵抗性を示す細胞集団が臨床画像では確認できないレ
ベルで残存する。これが癌幹細胞であり、幹細胞と同様に自己複製能と多分化能を併せ持
ち、癌組織のわずか数%にしか満たないにも関わらず腫瘍形成能を有することが知られてい

る。従って、癌幹細胞を標的とした治療法の確立は大きな意義を持つ。大豆イソフラボン
は、細胞及び動物実験で幅広い抗癌作用を有することが報告されているが、癌幹細胞に対す
る効果は明らかではないことから癌幹細胞への作用について明らかにすることを試みてい
る。幹細胞性の評価法はいくつか確立されている。そのうち、立体的な細胞
形態によりin vivo に近い状態で評価することができるスフェロイド培養
により、これまでに大豆イソフラボンの中でもゲニステインがスフェア中
心部に位置する癌幹細胞の細胞死を誘導することを見出している。そこ
で、別の幹細胞性評価方法として、tumorsphere assay法を用いてスフェア
の形成能について評価することを試みた。平底低接着表面プレートを用い
て細胞培養することにより、癌細胞は足場がないため死滅するが、腫瘍形
成能を有する癌幹細胞のみ生存しスフェロイドを形成する。この性質を利
用しスフェア数を計測することにより癌幹細胞への作用を評価した。ゲニ
ステインにおいて有意なスフェア数の減少が見られたことから、スフェア
形成能を低下させる可能性がある。

Genistein 20µM

Control



米麹甘酒に含まれる機能性成分による腸管上皮細胞のバリア形成への影響

保健福祉学部栄養学科 井上 里加子 、入江 康至

独創

連絡先 井上里加子 rinoue@fhw.oka-pu.ac.jp

慢性便秘症の食事療法としては、食物繊維や発酵食品の摂取が推奨され

る。発酵食品の中でも、甘酒は腸内環境改善だけでなく、ビタミンやアミ
ノ酸が豊富に含まれているため”飲む点滴“と称され栄養価の高い飲料と
して親しまれている。申請者らは、地元総社産の米麹甘酒を用いたヒト臨
床試験において、便通の改善やフレイルにおける栄養状態が改善すること
を見出し、同時に腸内細菌叢が変化することを報告している。しかし、米
麹甘酒の摂取による改善効果のメカニズムについては、明らかになってい
ない。そこで、本研究では、麹菌を用いた発酵食品で報告されている機能
性成分に着目し、米麹甘酒による改善効果のメカニズムを解明することを
目的とする。
これまでに米麹に含まれる機能性成分で便秘改善に貢献できる成分はイ

ソマルトオリゴ糖などが報告されているが、摂取容量が多く（2〜20g/
日）、効果発現までの期間も長く（6ケ月程度）、我々が試験食品として

経⼝摂取者 経管栄養者

米麹甘酒摂取を実施し便秘改善が見られた効果量との齟齬があった。甘酒と同様に麹を用いて
作られる味噌や醤油など日本の調味料に含まれる機能性をもつことが報告されている他の成分
に着目し，特に腸管上皮細胞が果たす腸管内の有害物質に対するバリア形成への影響について
検討する。米麹甘酒による改善メカニズムを解明することにより、低栄養や便秘を改善して高
齢者の低栄養やフレイルの重症化を予防するとともに、このようなメカニズムに着目した機能
性表示食品開発にも繋がり、地域社会に貢献することが期待できる。

経⼝摂取者 経管栄養者



フラボノイドの抗糖化活性

保健福祉学部栄養学科 岩岡裕二，平口絢媛，伊東秀之

独創

連絡先: 岩岡裕二(E-mail: iwaoka@fhw.oka-pu.ac.jp)，伊東秀之(E-mail: hito@fhw.oka-pu.ac.jp)

【目的】野菜や果物などの食品中に含まれるフラボノイドは抗酸化活性，抗腫瘍活性，抗炎症活

性など多様な生物活性を有することから，疾病予防へ役立つことが期待されている。また，フラ

ボノイドは種々の疾病に関与する終末糖化産物(Advanced glycation end products: AGEs)の生成を阻

害する抗糖化活性を有することが報告されているが，その活性の詳細は不明な部分が多い。本研

究ではどの種類のフラボノイドがどの程度の活性を示すか，その構造活性相関を明らかにするた

めAGEs生成阻害試験およびAGEs前駆体の分解活性試験を行い，それらの活性を比較した。

【方法】12種のフラボノイドに対し，ヒト血清アルブミンとグルコースの混合系における

AGEs生成阻害試験を行った。また，AGEs前駆体のモデル化合物である1-Phenyl-1,2-propanedioneを
用いたAGEs前駆体の分解活性試験も行った。

【結果】AGEs生成阻害試験の結果から，①分子内に少なくとも1つ以上の水酸基を有すること，

②C環3位に水酸基を有すること，③B環がカテコール構造であること，④A環5位に水酸基を持た

ないことがフラボノイドの活性の発揮に必要であると分かった。A環5位に水酸基を持たない

Robinetinが顕著に高い活性を示したことから，特に④が阻害活性に大きく影響を与えることが示

唆された。また，AGEs前駆体の分解活性試験の結果から，B環にピロガロール構造を有する

Myricetin，Robinetinが顕著な切断活性を示した。以上の結果から，2つの異なる抗糖化試験法にお

いてフラボノイドがそれぞれ異なる構造活性相関を示すことを明らかにした。今後，更にフラボ

ノイドの抗糖化活性に必要な化学構造を明らかにするため，より多くのフラボノイドの抗糖化活

性評価を行う予定である。



パクチーの品種による栄養成分の違い

保健福祉学部栄養学科 丸田ひとみ、山下広美
保健福祉学研究科栄養学専攻 今田桜、桑田七帆

独創

連絡先 丸田ひとみ maruta@fhw.oka-pu.ac.jp， 山下広美 yamashit@fhw.oka-pu.ac.jp

コリアンダー(Coriandrum sativum L.)は，地中海東部を原産とする，セリ科の一年草で、日
本ではタイ語のパクチー，中国パセリなどとも呼ばれており、中国人が紀元前1世紀に栽培を始
め、現在では世界中で栽培されるようになった。日本では福岡・千葉・茨城・静岡に次いで岡
山県がパクチーの主な産地となっている。岡山県では2,000年頃から栽培が始まり、岡山市の玉
柏・牟佐地区で栽培されているパクチーは｢岡山マイルドパクチー｣ (以下，岡山パクチー)と呼
ばれ，他県産・他国産のパクチーと比較してマイルドな風味でパクチーを
苦手としてきた人にも食べやすいとされている。これまでの研究で、
日本食品標準成分表（八訂）に記載されているコリアンダーの栄養成分
と比較して、岡山パクチーではビタミンCやミネラルの含有量が高いこと
が明らかとなった(日本家政学会誌 72,11,750-758 2021)。
しかし、ビタミンC含有量などは日照時間など環境が影響するとの

報告がある。そこで、この特徴が品種によるものなのか、栽培されて
いる土壌や環境による影響なのかを明らかにするために、品種による栄
養成分の違いについての検討を行った。品種の検討では、岡山パクチーと
他品種を同条件下で栽培し、栄養成分の比較を行った。

その結果、岡山パクチーと他品種の一般成分及びビタミンC含有量に大き
な違いは見られなかった。そのため栄養成分の特徴は岡山県の環境や土壌
などが大きく関わっている可能性が示唆された。一方で、ポリフェノール
含有量や抗酸化能の高さなどといった機能性成分が岡山パクチーで高いこ
とが示された。

岡山パクチー



瀬戸内海産マガキの成分と季節変動に関する研究

保健福祉学部栄養学科 山下広美、丸田ひとみ、浜田詩織
保健福祉学研究科栄養学専攻 桑田七帆、（株）マルト水産 花田恭孝

共同

連絡先 山下広美 yamashit@fhw.oka-pu.ac.jp

マガキ(Crassostrea gigas)は世界中で広く食される二枚貝であり，我が国でもマガ
キの養殖が盛んに行われている。特に瀬戸内海沿岸の養殖量は我が国全体の70%以上
を占め，重要な海産資源となっている。マガキの成分含有量は養殖地域や水揚げの時
期により変化するが，瀬戸内海産のマガキの成分と発達過程について詳細に解析した
報告は少ない。マガキの含有成分の特徴および発達過程は商品価値にも影響を及ぼす
要因となると考えられる。そこで本研究では，瀬戸内海沿岸で養殖されたマガキ含有
成分の解析および組織化学的解析を行い，成分の変動とマガキの発達過程および生殖
サイクルとの関連について解析し，瀬戸内海産マガキの特徴を明らかにすることを目
的とした。
広島県と兵庫県で養殖後，水揚げされたマガキを試料として用いた。むき身重量に

加え，グリコーゲンおよびミネラル含有量の測定を行った。また，HE染色，PAS染
色，およびOil red O染色法を用いて，マガキ組織中のグリコーゲンおよび脂質の蓄
積の状態，ならびに生殖細胞の発達状態について解析を行った。
広島県および兵庫県産ともに，むき身重量の増加と共にグリコーゲン含有量が増加

した。また，グリコーゲンの蓄積に伴って生殖細胞が発達していた。蓄積したグリ
コーゲンが生殖細胞の形成に影響を及ぼしていると考えられた。さらに，グリコーゲ
ン含有量の増加に伴ってカリウムが増加する傾向が見られた。



瀬戸内海に生息する海洋性野生酵母の分離と応用

保健福祉学研究科栄養学専攻 千田 将也、田中 晃一

独創

【目的】大小さまざまな島が点在し、詩情豊かな多島美を織り成す瀬戸内海は、岡山が誇る地域

資源の一つである。本研究では、瀬戸内海由来のサンプルからビール醸造に適する野生酵母を分

離し、瀬戸内海をイメージさせる地域性豊かなクラフトビールの開発に繋げることを目指した。

【方法】酵母の菌種は28S rDNA遺伝子の解析により決定した。発酵の進行に伴う麦汁成分の変

化はHPLC分析により調べた。ビールの醸造は美作ビアワークス（真庭市）に依頼した。

【結果】瀬戸内海から採取した、海苔（宝伝）、牡蠣（虫明）、わかめ（下津井）、ひじき（下

津井）のサンプルから、計48株の海洋性野生酵母を分離した。次に、48株の中から、麦汁の主要

糖類であるマルトースをよく発酵する27株を選抜した。そのうちの20株の菌種を同定したとこ

ろ、Saccharomyces cerevisiae（3株）、Lachancea fermentati（2株）、Zygosaccharomyces bailiia（1
株）、 Wickerhamomyces anomalus（2株）、Schwanniomyces polymorphus（3株）、Candida tropicalis

（2株）、Millerozyma farinosa（1株）、Wickerhamiella sorbophilaa（1株）、Pichia kudriavzevii（5
株）の9種の酵母に分類された。このうち、S. cerevisiae は食品への利用が可能な安全な酵母で、

エールビールの醸造にも用いられている。そこで、瀬戸内海から分離した3株の S. cerevisiae（海

苔酵母No.122、海苔酵母No.164、わかめ酵母No.233）を用いてビールの試験醸造を行った。官能

評価の結果、わかめ酵母No.233で醸造したビールが最もフルーティーで飲みやすかったため、こ

の酵母を用いて新商品の開発を進めた。瀬戸内海のコンセプトに合わせて、瀬戸内海産の塩を添

加したゴールデンエールスタイルのビールを醸造したところ、華やかな香りを特徴として、ドラ

イで軽快な口当たりと後味の塩味が印象的なクラフトビールが完成した。また、造形デザイン学

科4年生（三原ゼミ）の協力を得て、瀬戸内海をイメージしたラベルを4種類作成した。

連絡先 田中晃一 ktanaka@fhw.oka-pu.ac.jp
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国立台南芸術大学と岡山県立大学の工芸系デザインによる連携事業
（実験茶室とワークショップ） の効果について
デザイン学部工芸工業デザイン学科 渡邉操、難波久美子、島田清徳、今田千裕

作元朋子、真世土マウ

連絡先 渡邉操 misao_watanabe@dgn.oka-pu.ac.jp

本研究ではセラミックとテキスタイル現代工芸作品の展示を行い、日本（岡山県立大学）
と台湾（国立台南芸術大学）の工芸系教員による研究交流を通して、新たな工芸のあり方に
ついて問うことを目的とした。
近年、心の交流やコミュニケーションの場を創出してきた「お茶の時間を一緒に過ごす」

ことが、精神医療分野や地域社会つくりで、世界的に改めて重要視されている。お茶の文化
を持つ日本と台湾において、お茶は人と人のコミュニケーションの場・時間そのものであ
り、寄り添うように工芸は道具や空間演出要素として存在し役割を担ってきた。そこで、
「現代工芸が触発するコミュニケーション」をテーマとして現代工芸作品で個別空間（実験
茶室）を使用し、一般的な作品展示様式の展覧会との関係性や工芸・場・人の関係性につい
て探り、現代工芸作品がどのような役割を果たすか検証を行った。

交流展を開催し、同時に両国の教員が「Tea bowl」を共通テーマ

とし作品を制作し、お茶室での展示を行った(左図)。お茶室の来場
者の声として、「作品を通して会話が生まれた。」など一定の効果

を得ることができたと考える。

実施場所：倉敷敷物語館

実施日：2023年2月12日(日)-2月19日(日)

お茶室展示作家：台湾２名、日本6名
交流展来場者数：約650名

お茶室展示の様子（倉敷物語館）

本研究は公益財団法人ウエスコ学術振興財団の助成を受けたものである。



国立台南芸術大学との交流展における出品作品について
デザイン学部工芸工業デザイン学科 渡邉 操

連絡先 渡邉操 misao_watanabe@dgn.oka-pu.ac.jp

織り込まれた生地を様々なタイプのシャツに裁断し縫製を
行った。シャツに仕上がった段階でミシンを用いてランダム
に水平方向へ直線縫いを施した。水溶性ビニロンが溶解する
際に、大きく溶けることを防ぎ、形状を保つためである。そ
して、溶けきらずに残る部分は糊付けされたような硬い質感
となるため、完全に溶解せずに解けきらない状態で溶解作業
をあえて止めた。完成した作品は硬軟を併せ持ち、人の形を
保つ立体的な形状となる。そして、実際に着用することも可
能である。自動織機で制作した生地を人の手の跡が見える形
にでき、織による人間と機械が共存する一つの形を試みるこ
とができたのではないかと考察する。

展覧会名：2023 International Contemporary Craft Exchange Exhibition

開催場所：Former Tainan Public Hal、台湾、台南
開催期間：2023年1月13日(日)-1月29日(日)
出品作家：台湾10名、日本6名

台湾で開催された交流展に出品した作品について

【作品タイトル：変容するシャツ】
台湾で発表した作品(図１)はこれまで継続的に研究を行っているテキスタイル生地を用い

た作品である。使用したテキスタイル生地はタテ糸は綿糸1/80、ヨコ糸は水溶性ビニロンと
いうお湯で溶ける糸を織り込み、自動織機（レピア織機）にて制作した。水溶性ビニロンが

(図1) 台湾での展示の様子



閑谷学校の歴史的・文化的価値に関する研究４ｰ石塀と水路について

デザイン学部建築学科 向山 徹

独創

連絡先 向山 徹 mukouyama@dgn.oka-pu.ac.jp

特別史跡閑谷学において、構内と周囲の自然を凸としての存在で境界付けている石塀と凹

としての水路について、工法と素材に着目しつつ、各々の様態の変化について考察した。写

真測量による３Dモデリングとメッシュデータにより、構内の諸領域と周辺の自然環境の間の

境界を形成する石塀・水路の様態変化を、場所ごとに詳細に可視化した。

石の積み方・加工の方法・寸法の変化をつぶさに観察すると、場所の移り変わりを鋭敏に反

映し、次の場所へと引き渡してゆく所作が変化する様子を読み取ることができる。

言葉を素直に受け取り、教えをひとつひとつ丁寧に心と体の中に積み上げてゆく往時の「学

びの場」のかたちが、閑谷の石の技術にも現れていた。

↓↓

↓

↓

蒲鉾型石塀と吸込み井戸 蒲鉾型石塀から石積みへと切り替わる部分 石積みから蒲鉾型石塀へと切り替わる部分

吸込み井戸

ノミ跡による曲面

平滑な箇所

蒲鉾型への変曲点

石積みのはじまる部分



実践から学ぶ機能と形態との関係についての教育的研究

デザイン学部工芸工業デザイン学科 南川 茂樹

岡山県民藝振興株式会社・取締役営業部長 仁科 聡

独創

連絡先 南川 茂樹 m3304@dgn.oka-pu.ac.jp

生活の道具をデザインする上で、市場の道具類を実際に使用してみて、その使用感と形態との関係
を体感することで、自らが提案するデザインに反映させることができることを目的とする。具体的には、
人の手が作り出す同じ機能の工芸品の個体を変えて、実際に生活の中で数種類使用してみてその使
用感と形態との関係を考察する。その考察を自らの造形のアウトプットに反映させることを目的とする。
サンプルとなる生活のさまざまな道具類を収集し、教員管理のもと学生に一定期間貸し出し、学生は
その道具を日常の中で実際使ってみる。その使用感（機能）と形（形態）との関係を体感から考察する。
僅かな形状の違い、素材の違い、技法の違いによって起こる差異を感じ取り、考察記録としてまとめる。
その考察を自らの制作に反映させる。
日常の中でさまざまな道具を体験することは理想であるが、現実的には膨大な時間と費用が発生す
る。専門家に道具を選定してもらい、この研究資金に
よって多数の道具類を収集し、学生たちにこの貴重
な体験を与える。この体験を通して、デザイン提案の
造形的アウトプットに多大な効果を得ることができる
であろう。
豊富な経験値から造形に反映させることの大切さを
学び、モノの飽和状態のなか、新たなモノを生み出
す意味を問いつつ、本当の豊かさとは何かを、機能
と形の関係性を改めて理解することで答えを導き出
す。さらに可能であれば、収集する道具を増やし継
続して研究を深める。



AIを活用したイラストレーションについての研究

デザイン学部ビジュアルデザイン学科 中西俊介

連絡先 中西俊介 s-nakanishi@dgn.oka-pu.ac.jp

メディア論の研究者、M・マクルーハンは、メディアは身体を拡張する【人間拡張の原理】と

言っている。では現代社会で最も重要なメディアであるコンピュータは何の拡張をしているの
であろうか？コンピュータというメディアは、社会に存在するメディアを統合し、人間の生活
自体を拡張させる機能を持っていると言える。最初は計算機を高機能化のしたものとして発生
し、その後、手紙や電話、さらに時計、書籍・新聞、地図、カメラ、ゲーム、音楽、テレビ、
掃除機、最近では人とのコミュニケーションや教育、流通や通貨までもが飲み込まれようとし
ている。そしてAIの発達によって人類が全く体験したことのない領域に踏み込み始めている。

そのような観点からデザイン分野、特にグラフィックデザイン領域について、AIとの今後の
関わり方について注視している。現在のグラフィックデザインはそのほとんどがコンピュータ
を用いて制作されており、内容についてもマーケティングや先行制作事例等の様々な方法論で
形式化されているため、AIとの整合性が高いと考えられる。

このグラフィックデザインとAIの関係で2022年の最大の変化というと、イ
ラストレーションというジャンルがAIに飲み込まれ始めたということであろ
う。方向性の違うイラスト作成AIが複数存在するが、例えばMidjourneyとい
うAIイラストサービスであれば、「a line illustration, soccer player, 
STUDIO GHIBLI」と入力すると15秒程度で右図のような４つのイラストが生
成される。今回はシンプルな内容を指定したが、キーワードを複雑な内容に
した場合は、背景や他の人物、小道具等もリアルに描写される。

本研究では様々なAI画像作成サービスを活用し、その特徴を明確にすることで今後のクリエ
イティブ業界に対する影響を考察することを目的としている。



ATM利用者に向けた詐欺防止用シートのデザイン

デザイン学部工芸工業デザイン学科 村木克爾、舩山俊克

他

連絡先 舩山俊克 funayama@dgn.oka-pu.ac.jp

財物を騙し取るような犯罪は、その手法や対象者を変え古くから様々な被害を生んでいる。

特に詐欺と呼ばれる犯罪行為は時代ごとに変遷を繰り返しながら発展していっている。中で
も、比較的高い年齢層に向けた詐欺は、携帯電話の普及と対をなすように増加しているように
見える。オレオレ詐欺の名称ととも一時期から流行しているものから、昨今では対象者に電話
口で指示しながらATMを使って振り込ませるようなものもある。本研究では、電話口で指示を与
えながらATMからの振込を促す詐欺に対して、高齢の方が踏み止まったり、自発的に解決案に向
かうことができるようになるための解決案を見出すことを目的としている。
コロナ禍によって足元のサインを意識しながら列になるぶ機会が増えたことを受け、人間の

最大視野を考慮したシートの配置と、その配置によって生まれる意味合いを利用したグラ
フィックデザインを検討した。
実際に店舗にて設置させていただき、引き続きその効果を確認していく。



磁器製法を応用したリサイクルせっ器質グラスの製作

デザイン学部工芸工業デザイン学科 作元朋子

連絡先 作元朋子 harada@dgn.oka-pu.ac.jp

陶磁器の商品を生産する上で、素材の特徴を知り尽くし技術が上がったとしてもどうしても
失敗はつきものであり、割れやひびの入った製品は生まれてしまう。それらは埋め立てて処分
することになるが、主要な窯業地ではそのような陶器ごみをリサイクルする取り組みが進んで
おり、細かく粉砕して粘土に混ぜることで再生原料としての活用が研究されてきた。
岡山の伝統的工芸品である備前焼も廃棄している陶器ごみは多くあり、取り組むべき課題で

ある。本研究は、廃棄予定の備前焼を資源化活用して商品開発を行なっている株式会社the 
continue.との連携により、新しい器の提案を行なったものである。
ワイングラスの作品を以前制作した経験があり、その製法をリサイクル陶器でも活用できな

いかと考えた。石膏型鋳込成形により細長い脚のある形状を作ることができ、台座になる部分
を上にし吊るして焼成することでまっすぐな脚に焼き上がる。リサイクル原料でも同様に製作
可能かを、カップの大きさや形状、脚の長さや太さなど条件を変えて実験を行なった。
以前の磁器ワイングラスでは繊細な脚が釉掛けの際に折れる心配があった。しかし備前焼は、

釉薬や絵付けがなく土と炎のみで生まれることから、このリサイクル原料も生地を一度の焼成
で完成させられる特徴があり、生産性の向上につながると考える。

図1(左)：鋳込んだ直後は粘土が柔らかいため乾燥まで
支えを当てがい脚が曲がらないようにする。
図2(中央)：窯詰めの様子
図3(左)：磁器での完成作品



テキスタイルにおける鉱物顔料の材質感を用いた染色表現の研究

デザイン学部工芸工業デザイン学科 今田千裕

連絡先 今田千裕 chihiro_imada@oka-pu.ac.jp

図2：出品作品（全体） 図3：出品作品（細部）図1：全国大学選抜染色作品展

本研究では色と材質感の両方を活かした染色表現の展開を目指している。テキスタイル分

野において顔料は微粉末状のみが色材として扱われているが、絵画分野において粗粒が含ま
れる鉱物顔料（岩絵具）を染色技法に取り入れることで、色材としての役割と材質感の効果
を担う表現がテキスタイルに応用出来ると考えた。また岩絵具の粒子と布の透過性を活かし、
染色技法に加えて布のレイヤーを用いた作品構成へと展開することで、材質感の強弱や濃淡
を生み出す効果を得ることが出来た。本研究で制作した作品は「第3回全国大学選抜染色作品
展」に出品し最優秀賞を受賞した。



デザイン思考における創造的活動の研究・地域PR動画での実践

デザイン学部ビジュアルデザイン学科 髙橋俊臣

独創

連絡先 髙橋俊臣 toshiomi_takahashi@dgn.oka-pu.ac.jp

デザイン思考はプロセスである。その過程は共感、定義、創造、プロトタイプ、テストの5つ
であるとIDEOのデビット・ケリー氏は提唱している。2010年以降、デザイン思考を使った新た
な発明や価値創造への取り組みを様々な企業や団体が行っていたが、大きな成果をもたらした
形跡は見られない。したがってそのプロセス自体が結果につながるとは考えられない。その原
因となっているのが、「創造的活動」についてではないだろうか。つかみどころがなく、建設
的な研究がなされてないからである。

一方、私は20年間、常に広告現場において「創造的活動」を行ってきた。その経験の中から得
た創造へのアプローチは、はっきりと身についているものがあると言える。それを紐解き、体
系化することで教育現場や地域創生での創造的活動に役立てていくことが本研究の大きな目的
である。そして、デザインは形にして機能させることではじめて効果検証できるものである。

ここでは、デザイン思考を活用した総社市における地域PR動画への取り組みを紹介することで
「創造的活動」の理解を目指す。



戦略PRにおける話題化プロセスについての研究

デザイン学部ビジュアルデザイン学科 髙橋俊臣

連絡先 髙橋俊臣 toshiomi_takahashi@dgn.oka-pu.ac.jp

PRとはパブリック・リレーションズの略である。米国では広報学の代表的な教科書
の中で「パブリック・リレーションズとは、組織体とその存続を左右するパブリッ
クとの間に、相互に利益をもたらす関係性を構築し、維持するマネジメント機能で
ある」と定義されている。しかしその捉えられ方も時代によって変化し、電通PRコ
ンサルティングのホームページには「一般にPRの同義語として広報という言葉を使
うことがあります」と記されている。実際に企業の広報現場で主に行われている活
動は、プレスリリースや記者発表等で新製品や新技術に関する情報をメディアに対
して発信することである。しかし、2010年ごろから広告的な狙いをもつ戦略的なPR
活動を行う企業や自治体が増えている。広告活動を広義にとらえコミュニケーショ
ン活動とすると、PRもまたコミュニケーションと捉えられることから、広告とPRが
包括される活動があってもおかしくない。それはいわゆる一方的な4マスを活用し
た広告活動が効かなくなっている現在において新しい広告手法であるといえる。広
告の到達目標には認知向上、興味喚起、理解促進、などがあるが、戦略PRは初期プ
ロセスの認知・興味を中心にした話題化づくりと親和性が高い。

ここではその戦略PRの話題化についての方法論を本研究員の実践事例や経験知から
導き出し、その方法論をもって取り組んだ成果物について解説する。



道路交通センサス対象区間外における騒音影響推計手法の開発と評価
デザイン学部建築学科 原田和典

独創

連絡先 原田和典 kazunori_harada@dgn.oka-pu.ac.jp

健康影響が懸念されている騒音問題において、その定量的な評価が必要不可欠であり、
そのためにノイズマップが用いられることがある。当研究室では、道路交通騒音を対象と
したノイズマップ描画の手法開発を進めている。しかし、道路交通センサス対象区間外で
は車速や交通量についての情報がなく、推計が困難である。

そこで本研究では録画映像から交通量と車速を推計するシステムを
開発し、道路交通センサス対象区間外の騒音影響を推計、評価する
ことを目的とする。

研究ではまず最低12時間の連続録画のためにRaspberry Piを用い
た小型録画装置を作成した。その後、録画データに対し、物体検出
アルゴリズムYOLOを用いて各フレームでの車両位置を検出する。検
出結果から同一車両の判定を行い、同一車両については最初のフ
レームでの位置と最後のフレームでの位置から移動距離を算出し
た。またそれらを集計することで交通量と車速のデータを得た。

得られた交通量と車速のデータについて、手作業で集計したもの
と比較したところ、交通量は2%程度、車速は2km/h程度の誤差で集計
できていた。またこのシステムを用いて大学周辺道路にてセンサス
対象区間外の道路のノイズマップを推計したところ、これまでの推
計結果を大きく改善することができた。



小径木を活用した什器およびシステム開発と空間デザイン

デザイン学部 建築学科 畠和宏

独創

連絡先 畠和宏 hata@dgn.oka-pu.ac.jp

本研究の目的は、小径木を用いた什器・システムの開発と、その実践としての空間デザイン

である。主に用いるのは30mm×30mm と30mm×90mmの2種類の部材であり、これらの組み
合わせ方や固定方法の工夫により、さまざまな場面・用途に対応可能な什器およびシステムの

開発を目指した。部材を限定することでデザインの統一を図るほか、端材を別の什器の制作に

充てることも可能となり、小径木の効率的かつ継続的な活用につなげていくことができる。

今年度は空間デザインの実践として自治体・法人・企業と連携し、駅の改札前空間・子育て

支援施設・オフィスなどに用いる什器のデザインおよび制作を行った。今回の成果を今後のさ

らなる展開につなげ、小径木の有効活用に寄与する仕組みづくりに取り組んでいきたい。

実践例① 駅の改札前空間 実践例② 子育て支援施設 実践例③ オフィス



動きやすさを重視した上肢パターンの検証

デザイン学部工芸工業デザイン学科 舩山俊克

連絡先 舩山俊克 funayama@dgn.oka-pu.ac.jp

作業時に着用する衣服において動きやすさは重要である。特に昨今ではコロナの影響で医療

従事者に限らず防護服を着用する機会が急激に増加した。防護服などの衣服の上から着用する
衣服に関しては、動きがより制限されることになる。それを解消するための方法論を実験から
導き出す。全身運動として考えることが理想的だが、要件が多くなりすぎるため、部分で考え
ていく。本研究では、さまざまな作業をする際に重要な動きをするであろう上肢に焦点を当
て、その動きやすさの向上を目指す。
衣服をつくる際にその性質を決める要因は「生地」「型紙(パターン)」「縫製」の3点であ

る。一般的な防護服は不織布でつくられており、生地自体の伸縮性による動きやすさは期待で
きないため、パターンが重要になると考えられる。そこで、伸縮性乏しい生地を用いた、運動
用衣服のパターンをベースに防護服のパターン構築を目指す。



Ｅ

ものづくり技術



車いすの新規機械式パワーアシストシステムの開発

情報工学部人間情報工学科 大田 慎一郎，吉田 智哉
保健福祉学部 保健福祉学科 髙戸 仁郎

重点

連絡先 大田 慎一郎 ota@ss.oka-pu.ac.jp， 吉田 智哉 tyoshida@ss.oka-pu.ac.jp
高戸 仁郎 takato@fhw.oka-pu.ac.jp

車椅子を押してスロープ等の斜面を走行する際，介助者に負担が生じる．この負担を軽減
することが可能な機械式パワーアシスト車いすを開発している．
機械式パワーアシスト車いす（図1）はゼンマイバネと歯車で構成され，走行時の動力を保

存，利用することが可能な駆動部の機構となっている．この有効性を検討するため，車椅子
にダミーと設置し，斜面走行による負荷測定実験を実施した．
図2は，車いすに任意の重さのダミーを設置した場合におけるゼンマイバネの巻き数と介助

者への負荷（5回平均）の関係を示す．これよりダミー重量が大きいときに補助者へ生じる力
（負荷）が大きくなる傾向になることがわかった．また，補助なし（巻き数0回）の場合に，
補助ありよりも負荷が大きくなることがわかった．
以上の結果より，機械式パワーアシスト車いすの有効性が確認できた．

図1 機械式補助機構を有する車いす 図2 介助者の瞬間負荷とゼンマイばね
の巻き数との関係



機械的微振動の可視化と機械診断

情報工学部人間情報工学科 吉田智哉

独創

連絡先 吉田智哉 tyoshida@ss.oka-pu.ac.jp

高齢者が誤飲を避けるために食品におけるとろみ(Thickness of food)の定量管理が必要であ

る．しかし，従来の評価法では読み取り時間と平均計算が必要となってしまう．本研究では新たな
とろみの計測方法として小型のハンティ撹拌機と同じ構造で攪拌部の代りに円筒回転子をつけ，回
転子を食品に挿入し数秒で粘度を計測するものを開発する．Fig.1,2に提案するハンディタイプの
粘度計と内部のブラシ型DCモータを示す．液体食品の粘度に比例してスターラーの回転速度が遅く
なる(Fig.3)．本研究ではこの現象に着目しブラシ型DCモータで駆動するスターラーの回転速度か
ら粘度を測定する方法を提案した．ブラシ型DCモータは回転時に電源端子から高い短パルスノイズ
(Fig.4)が発生する．このパルスノイズの周波数はモータの回転速度に比例しているため，専用の
センサを使用せずにモータの回転数を測定することができる． Fig.5に粘度計測実験を示す．

Fig.5 粘度計測実験Fig.4 モータ出力電圧

Motor

Reflector for 
tachometer
Rotor

54mm
50mm

Reference 
viscometer

Measurement setup for 
proposed method

#1 #2 #3 #4

0 0.01 0.02 0.03 0.04 0.05 0.06
Time [s]

C
om

pa
ra

to
r o

ut
pu

t 
vo

lta
ge

 [V
]

-3
-2
-1
0
1
2
3
4

0 20 40 60 80 100 120
Rotation speed [rad/s]

60000

V
is

co
si

ty
 [m

Pa
・s

]

50000

40000

30000

20000

10000

0

: Eq. (5)
: Eq. (6)

Fig.3 回転数から算出される粘度
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熱エネルギー輸送媒体としてのゼラチンカプセルスラリーの
特性解明に関する研究

情報工学部 人間情報工学科 春木 直人

独創

連絡先 春木直人 haruki@ss.oka-pu.ac.jp

熱エネルギー輸送媒体による熱エネルギー輸送技術での省エネルギー対策として、単位体積あた

りの熱輸送量を増大させる技術が注目されている。そのため、比較的大きな蓄熱密度を持ち、かつ
一定温度（融点付近）での熱出力が可能な潜熱蓄熱材を含有された微小カプセルを熱エネルギー輸
送媒体に混合させたカプセルスラリーについての研究を実施している。特に本研究では、血液内の
赤血球のように、自らの変形によって細い毛細血管内でも流動できる性質をカプセルに付与させる
ため、カプセル材にゼラチンを使用したカプセルを用いて、熱輸送に関する技術開発を行ってい
る。

本研究で使用した潜熱蓄熱材ゼラチンカプセルを図1に示す。使用した潜熱蓄熱材は、融点
21.8℃、潜熱量175.9 kJ/kgであるヘプタデカンである。このゼラチンカプセル内のヘプタデカン
を固体（15℃）または液体（25℃）としたスラリー（濃度3.0%）の流動抵抗と熱伝達実験の結果、
流動抵抗（図2）については、水とスラリーの流動抵抗はほぼ同じ値を示しているが、熱伝達（図
3）については、水よりもスラリーの方が大きな熱伝達特性を示し、特に温度が増加してヘプタデ
カンが液体である時に、その熱伝達特性が固体時よりも高くなることが確認された。

図1 ゼラチンカプセル
図2 ゼラチンカプセルスラリーの
流動抵抗

図3 ゼラチンカプセルスラリーの
熱伝達
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カオス共振器における共振周波数の統計分布

情報工学部情報通信工学科 福嶋丈浩

連絡先 福嶋丈浩 fuku@c.oka-pu.ac.jp

共振器に閉じ込められた光線と波動の対応関係を調べることは学術的に興味深い研究課題で

ある。近年、光線軌道が不規則な振る舞いを示すカオス共振器を半導体レーザに用いることで
フィラメンテーションと呼ばれるレーザの不安定動作が抑制できることが報告され、注目され
ている。カオス共振器におけるモードの周波数間隔や損失は不規則に変化するためレーザ発振
を制御するにはモード間隔とモード損失の統計的な性質を知ることが重要である。

本研究では、形状が異なる２つのカオス共振器に対して、モード間隔とモード損失（複素共
振周波数虚部）の統計分布を調べた。モード解析には、有限要素法に基づく物理解析ソフトウ
エアCOMSOL Multiphysics®を用いた。図１と図２にそれぞれスタジアム形カオス共振器とD形

カオス共振器の統計分布の計算例を示す。どちらのカオス共振器においても、モード間隔は指
数分布に、モード損失（複素共振周波数の虚部）は対数正規分布に従うことが示された。

図１ スタジアム形カオス共振器の統計分布
(a) モード間隔、(b) 共振周波数虚部

図２ D形カオス共振器の統計分布
(a) モード間隔、(b) 共振周波数虚部



CMOSイメージセンサに混入した不純物金属の挙動に関する理論的研究

情報工学部情報通信工学科 末岡浩治，野田祐輔 GWJ株式会社 神山栄治

独創

連絡先 末岡浩治 sueoka@c.oka-pu.ac.jp

半 導 体 製 品 の 1 つ で あ る Complementary Metal Oxide
Semiconductor (CMOS)イメージセンサは撮像素子に分類され，
スマートフォンへのインカメラの導入やメインカメラの多眼化
によって市場を拡大している．CMOSイメージセンサは金属汚染
に対して極めて敏感なデバイスである．そのため，右上図の
(3)に示す酸素析出物により金属不純物をデバイス領域から取
り除くゲッタリングは，CMOSイメージセンサの画質向上のため
に必要不可欠な技術となっている．

本研究は，第一原理計算を用いて

ゲッタリング機構の解明を目指すもの
である．右下図に示すように，Si結晶
中における酸素析出物の界面近傍を原
子レベルでモデル化した．さらに，Ni，
Cuなどの主要な金属不純物について，
この界面近傍における安定性を形成エ
ネルギーの観点から評価した．その結
果，NiとCuは酸素析出物の内部に入ら
ず，界面近傍で形成された原子空孔や
ダングリングボンドで捕獲されること
を明らかにした．



機械的特性の高い鋳造用新規アルミニウム合金の開発

情報工学部情報システム工学科 福田忠生、尾崎公一

連絡先 福田忠生 fukuta@cse.oka-pu.ac.jp

この研究の最終目標は、JIS-AC4CH に代わる Si フリーの Al 鋳造合金を開発することで
ある｡合金元素から Si を除くことによって、硬い析出物の生成がなく、研磨にて光沢面が得
られる鋳造合金となる｡これまでの研究では、合金元素に Si を含まない JIS-AC7A 合金に
Zn を添加した Al-Mg-Zn 鋳造合金が提案されている｡この合金は JIS-AC4CH と同等の静的強
度を示しますが、疲労特性は劣っていた｡そこで、この疲労特性を改善するために、新しい
Al 鋳造合金 Al-Mg-Zn-Cu 系合金を提案し、その特性を評価した｡表 1 に本研究で用いた Al
合金の組成等を示す｡
表 2 に得られた機械的特性を示す｡融点、静的強度、疲労強度を考慮すると、Zn 3.0mass%、

Mg 3.5mass%、Cu 1.0mass%を含む JIS-AC7A 系合金が最適という結果を得た｡

表1 試験した Al 合金の組成、液相線温度お
よび固相線温度

表2 試験した Al 合金の機械的特性



炭素繊維強化熱可塑性プラスチックの接合と修復

情報工学部情報システム工学科 金崎真人

連絡先 金崎真人 manato_k@cse.oka-pu.ac.jp

近年、炭素繊維強化プラスチックのマトリクスに熱可塑性樹脂をもちいた、炭素繊維強化

熱可塑性プラスチック（Carbon Fiber Reinforced Thermoplastics：CFRTP）が、モビリティ
向けの材料として注目されている．本研究では樹脂の熱可塑性に着目し、CFRTP同士の熱によ
る融着接合や、層間はく離などの樹脂に起因する破壊の修復に関する研究を行っている。
このほか、FRP材料の力学的評価や構造に関する検討も研究活動の一環として取り組んでいる。

CFRP積層板内部に発生した剥離
を加熱と圧力によって接合する。
同様の技術を用いていた同氏の融
着に関する研究も行っている。



近年の電力系統、特に配電系統では電気の流れが複雑化してきており、電気の利用環境として
の電力品質に対し、あらかじめ検討・予測を行えるようにするには、系統に接続した機器使用時
の電気的特性を把握することが重要である。本研究では、2000年以降に国内で販売されている家
電機器のうち、電気ケトルを対象として使用時の電気的な特性を調べた。定格消費電力 1250W，
最大容量 0.8L の電気ケトルに水温25℃の水を0.8L に満たし、100V・60Hzにおいて電圧・電流を

測定した。電源スイッチを入れたのち、沸騰完了し電源ランプが消灯するまで測定を行った。電
圧と電流の実効値の変化を図１に示す。電圧は無負荷の状態から3.6 V 低下し、約４分間の動作

中、電圧・電流ともにほぼ一定に推移することがわかった。電流が最大の時点での瞬時値波形を
図２に示す。両者に位相差が見られないことから、抵抗値で回路モデルを表現できることが示唆
された。測定結果と対象機器の分解調査の結果を検討し、一定の抵抗値で表現できることがわ
かった。

電気ケトル使用時の電気的特性に関する研究

情報工学部情報システム工学科 徳永義孝
株式会社レイオス 古賀 萌

図２ 電圧・電流の瞬時値変化図１ 電圧・電流の実効値変化



内示生産方式をとるサプライチェーンにおける
変動時および対応時の挙動シミュレーション
情報工学部情報システム工学科 妻屋 彰

独創

連絡先 妻屋 彰 tsumaya@cse.oka-pu.ac.jp

生産開始日の一定期間前に内示情報を、受注後に確定注文をサプライチェーン（以下SC）に伝達

する内示生産方式は、生産リードタイムの短縮と在庫量の抑制を両立する効果的な方法とされる一
方、製品生産の上流にあたる中小企業ほど負担がかかるという課題がある。課題解決のためには、
SC全体での変動要因やそのときの挙動、変動に対する対応策を導入した際の挙動の変化などを把握
することが肝要である。そこで、本研究では内示生産方式をとる単鎖多段サプライチェーンモデル
を計算機に実装したシミュレータを構築し、外乱やそれへの対応策導入時の挙動をシミュレーショ
ンにより分析した。以下に成果を記す。

１．昨年度モデル化（定式化）した確定注文提示と生産のタイミングで決まる3種類のサプライヤ
の組合せであらゆる単鎖多段SCを取り扱うことができることを示した。
２．SCの挙動に大きく影響を及ぼす生産量と在庫量の調整策として、残業と前倒し生産をモデル化
（定式化）した。これらを導入したシミュレータを構築してシミュレーションを行った結果、それ
ぞれの対応による挙動変化よりSCの評価が可能であることを確認した。
３．適用できる範囲内の増減で
あれば、前倒し生産はSC全体の
コスト低減に効果的であること
がわかった。
４．残業の効果は納期遅れペナ
ルティとの兼ね合いによるが、
各企業単位での調整に関しては
比較的採用しやすく効果的でも
あることがわかった。



設計における仮説の検証計画策定支援ツール

情報工学部情報システム工学科 筒井優介
情報系工学研究科システム工学専攻 鈴木悠河

独創

連絡先 筒井優介 tsutsui@cse.oka-pu.ac.jp

新製品の設計においては，設計者は仮説を生成しながら設計
を行う．一方で，設計者が適用した仮説に誤りが含まれる場
合，後工程における手戻りの発生，使用者や社会に対する致命
的な損害を及ぼす可能性がある．そのため，設計において適用
された仮説を適切に検証することが求められる．

しかし，近年では製品ライフサイクルが短期化しており，新
製品の設計・開発に費やせる期間は限られている．そのため，
検証作業を効率的に実施することが必要である．本研究では，
仮説に関するリスクを可視化し，設計者にフィードバックする
ことにより，効率的な検証計画を策定可能であるという仮定の
下，同リスクを可視化するツールの開発を行っている．

図1では，トイレ用清掃ロボットの設計において適用された仮
説およびロボットの構成要素の全容をグラフ構造で表現したモ
デルである．図1において，重要度（ノードの大きさ）が高い使
用目的（橙色ノード）に関わる仮説であるほど，また，信憑性
（実線リンクの色の濃さ）が低い仮説であるほどリスクが高い
仮説と捉えられ，さらに本研究ではこれを定量的に評価するた
めの定式化を行った．評価結果を図2に示しており，グラフの実
線リンクの色が濃いほどリスクが高い仮説を意味している．

図1 設計における仮説の表現例

図2 設計における仮説の表現例
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車内置き去り検知システムに関する基礎研究

情報工学部人間情報工学科 穂苅真樹

独創

連絡先 穂苅真樹 mhokari@ss.oka-pu.ac.jp

〇目的：近年、高齢者や乳幼児が自動車停車時に車内に置き去りになってしまい、熱中症や最悪
の場合死に至るといった事故が起きている。本件では、 ‘誰でも、簡単に’ 車外から車内に置
き去りにされたヒトを検知するために、透過性の優れた60GHzミリ波レーダによる計測法および
そのシステム化について検討した。 〇実験：図1に実験の概略を示す。60GHzミリ波

レーダをドアガラスの車外側に設置し、乗車の有
無で計測し、結果をPCで信号処理した波形を比較
した。

〇到達点：実験結果の一例として、後部座席に横
たわっている乗員の有無の状態で計測した。この
ときのミリ波レーダは左後部のドアガラスに設置
した。信号処理した結果を図2に示す。赤線は有
人、青線は無人のときである。赤線を周波数解析

図1 実験システムの概要

図2 結果の一例

〇今後の方針
・ブランケット，毛布等をかぶった状態での実験
・様々な車種での実験
・有人で計測された信号が生体情報(心拍，呼吸)に起因し
たものか，検証
・ハンディタイプへの改良

した結果、1.0～1.5Hz付近でスペクトルが表れていることか
ら、有人の場合、ミリ波レーダで生体情報を計測しているこ
とが示唆される。



感情投影を誘発する生物的な動作生成アルゴリズムに関する研究
情報工学部人間情報工学科 伊藤 照明
情報工学部人間情報工学科 大山 剛史

独創

連絡先 伊藤 照明 tito@ss.oka-pu.ac.jp システム構成図
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感性情報工学研究室では、モニターに表示される仮想物の動きを物理動作に連動するこ

とで実在感を増す効果を引き出す運動強調ディスプレイの手法に着目している。本手法を
遠隔コミュニケーションに用いられるテレプレゼンスロボットに応用し、対面で起こる身
体的引き込みを引きを遠隔コミュニケーションで誘発することによって、対話者とのつな
がりを感じさせる運動協調ディスプレイシステムを開発している。仮想物の動きに連動さ
せる制御方式は遠隔対話者の頭部動作を基本としながらも、遠隔者のリモート音声、発話
者のローカル音声と視線の動きなどを組み合わせてディスプレイの動作生成を行う方式で
ある。

本研究は、上述した基本動作制御に加えて、深

層生成モデルに着目し、運動協調ディスプレイ型
テレプレゼンスロボットの動作生成への適応を試
みている。このモデルを学習させることで、任意
の本物らしく高精度な擬似データを生成し利用す
ることで、先に述べた動作をより生物的な動きと
する動作生成アルゴリズムを開発することで、利
用者の感情投影を誘発する効果を目指している。

本研究の一部は、2022年度岡山県立大学独創的
研究助成費の支援を受けて行われた。



組込みAIシステムの高性能化・高信頼化に関する研究

情報工学部 情報システム工学科 有本和民，横川智教

独創

連絡先 有本和民 arimoto@cse.oka-pu.ac.jp 横川智教 t-yokoga@cse.oka-pu.ac.jp

1. AIプロセッサ密結合型データベースのアーキテクチャ

【背景】ドローンにより収集した画像データをエッジコンピュータに集積し，AI解析により特
徴抽出や異常抽出を行う際，撮影される画像データは天候や時間等の環境が精度に影響を与え
るため，環境に適合した学習モデルをリアルタイムに作成する必要がある．
【目的】パイナップル生育管理での環境自律適応型追加学習システムを提案する．
【手法】生育に伴う葉の広がりや実の傾き具合等に対しては，ドローン上で撮影時に適宜追加
学習が必要となり，省電力および小型化が求められる．そのため，エッジでの学習時間が短く，
かつ認識精度の高いアルゴリズムを開発する．

追加学習による認識精度の向上の一例

2. 初学者を対象としたモデル検査ツールの導入支援環境の開発

【背景】モデル検査は自動証明が可能な非常に強力な技術であるが，産業界での利活用は十分
に進んでいない．要因の一つは，厳密な検証にはモデル作成の労力が極めて大きく，モデル検
査の知識がない技術者の負担となる点にある．
【目的】モデル作成を容易とするモデル検査ツールのインタフェースを開発する．
【手法】ビジュアルプログラミング(VP)を用いることで，モデル作成の技術的障壁を軽減す
る．

開発したインタフェース



特徴点マッチングによる道路面上の位置特定と車速推定への応用

情報工学部人間情報工学科 佐藤洋一郎、太田俊介、村上源(院)、小松幹英(学)、山田大晟(学)
情報工学部情報システム工学科 有本和民、横川智教

独創

連絡先 佐藤洋一郎 sato@ss.oka-pu.ac.jp 太田俊介 s_ota@ss.oka-pu.ac.jp

【はじめに】 自動車内で提示される車速は，車輪の回転に基づく間接的な移動
量から算出されるため，タイヤの摩耗などにより誤差が生じる．この問題の解決
手法として，GPS や地図情報による直接的な移動量を使用する手法があるが，い
ずれも環境や経年変化の影響を受けやすい．

そこで，道路面の紋様(以下，道路紋様)に着目して，路面画像上の特徴点マッ
チングによる位置推定手法を開発し，それを自動車の車速測定に応用した．

①路面に向けて自動車に設置したカメラで路面を
撮影する(下図左が第i，右が第i+1フレーム)．
②同じ特徴量を持つ左右の画像上の特徴点のペア
(図１の左下がりの色付き直線の始点と終点)．
③②の特徴点ペア毎に，幾何補正パラメータを求
め，ヒストグラム(図２)を作成する．
④ピーク値に対応するペアの移動量を求める．

特徴点による移動距離推定

移動量

図１：路面画像上での特徴点 図２：ヒストグラム

カメラ(GOPro HERO10,120fps)を自動車下に設
置し，移動距離/frame期間として車速を求め
た(図３)．GPSに対する相対誤差は-5%程度．

車速の計算
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図３：車速の測定例
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高速かつ高信頼な通信システムの実現に関する基礎研究

情報工学部情報通信工学科 稲井 寛 若林秀昭 荒井 剛
情報系工学研究科 青木崇 大賀匠眞 岡田颯太 亀石大伽 佐藤弘宜 原拓也 石橋健士朗 筑紫隆弘

独創

連絡先 稲井 寛 若林秀昭 荒井 剛 {inai,waka,tarai}＠c.oka-pu.ac.jp

高速かつ高信頼な通信システムを実現するための基礎研究に取り組んでいる。一般的に通信
に必要な機能は階層化された構造となっているため、まず、それぞれの階層で性能や信頼性を
向上させることを検討し、次に、これらの技術を組み合わせて全体の性能を向上させることを
目指している。以下、取り組んでいる研究の概要を述べる。

無線LANでは、全ての端末が同一の通信チャネルを使用するため、複数の端末が同時にパケッ
トを送出すると、それらが衝突して通信エラーとなる。そこで、パケットを持っている端末は
ランダムな長さの待機時間経過後にパケットを送出することによって、互いに送信のタイミン
グをずらしてパケット衝突を回避している。待機時間は一様分布に従うが、範囲が広いと無駄
な待機時間が多くなり、狭いと衝突の可能性が高くなるため、状況に応じて範囲を調節する手
法について検討している。

多数の移動体端末で構成される無線ネットワークにおいて、TA（Transmittable Area）と呼
ばれる特定のエリア内での送信のみを許すことにすると、入れ替わり立ち替わりTAに集まって
来る端末相互の情報交換によって、TA付近に情報が漂っている状況が生み出される。これを情
報フローティングと呼び、事故などの情報を近隣に周知するための手段として注目されてい
る。この情報フローティングを必要な期間確実に持続させるための手法について検討してい
る。

この他、無線LANにおいて端末間に障害物があるときに発生する隠れ端末問題を解消するため
の通信方式、交通事故の減少や渋滞緩和を目指すための高信頼な路車間および車車間の通信方
式、屈折率の異なる二種類の媒体を交互に重ねた多層膜による光の回折・干渉・散乱を利用し
た発色法の解析、レーダによる海面の波浪状況のリモートセンシング、多くの無線通信で用い
られている通信方式であるOFDMにおいて信号の歪みを抑える方式などの研究を行っている。



5G/6G携帯電話用無線通信集積回路の検討

情報工学部情報通信工学科 伊藤信之
情報系工学研究科システム工学専攻 田村直渡、三宅充城

独創

連絡先 伊藤信之 nobby@c.oka-pu.ac.jp

近年、無線通信の進展はめざましく、様々な無線通信規格がそれぞれの周波数帯を用いて運
用されている。例えば 5G においても、 700M/800M/900M/1.5G/1.7G/2.1G/2.5G/3.4G/3.5G/
3.7G/4.5G/28Gと多くの周波数帯が用いられており、我々の研究室でも様々な周波数帯の低雑
音増幅器（Low Noise Amplifire, LNA）、電圧制御発振器（Voltage Controlled Oscillator, VCO）
の研究開発を行っている。ここでは、28GHz帯ディジタル制御発振器（Digital Controlled
Oscillator）および920MHz帯低消費電力LNAについて、その検討結果を示す。
図1が28GHz帯DCOの回路図、図2がその発振周波数を示している。この発振器では、抵抗を

13bit（8,192）切り替えることによって、発振周波数を制御（ディジタル制御）し、周波数精
度を10ppm以下、位相雑音を−100 dBc/Hz以下のDCOを実現する事を目標としている。

LNAにとって最も重要な特性は低雑音特性である。共振器のインダクタをチップに内蔵する
場合、インダクタのQ値が低いため、MOSのゲート幅を大きくしてキャパシタ成分を大きくす
る事により、インダクタの寄与を抑えることができる。つまり、MOSは弱反転領域で動作す
ることとなり低消費電力化も見込める。図3がLNAの回路図、図4がその測定結果である。

図1 DCOの回路図
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ジャイレータを用いた非相反CRLH線路に関する一考察

情報工学部 情報通信工学科 大久保 賢祐
情報系工学研究科 システム工学専攻 円山 知浩、藤川 挑夢

独創

連絡先 大久保賢祐 okubo@c.oka-pu.ac.jp

我々の研究室では伝送線路にジャイレータと直
列容量からなる単位セル(図1)で構成され，順方向
にはバランス型の右手/左手系複合伝送線路(CRLH-
TL)[1]として動作する非相反右手/左手系複合線路
(G-CRLH-WG)を提案している[2]．通常のCRLH-TL
と比べて動作周波数の可変性に優れており遅れ位
相から進み位相まで位相を連続的に制御できる．

本研究ではG-CRLH-TLの低域, 高域遮断周波数
𝑓𝐿, 𝑓𝐻 および遷移周波数𝑓 (図2)と構造パラメータの
関係を式(1)のように明らかにした．

文献 [1] A. Sanada et al., IEEE Microwave and Wireless Compon. Lett. vol. 14, no.2, pp. 68-70, Feb. 2004.
[2] K.Okubo et al., Proc. of APMC 2018, FR2-D-1, pp. 1193-1195, Nov. 2018. [3] K.Okubo, T. Maruyama et al.,
Proc. of APMC 2022, WE1-F6-3, pp. 79-81, Nov. 2022.

図1 G-CRLH-TLの単位セル

図2 G-CRLH-TLの分散曲線

さらに遷移周波数における群速度を計算し通常のCRLH-TL[1]と同様に主線路の位相速度
v の1/2であることを示した[3]．順方向動作のみであるが, 可変位相器など動作周波数の
可変性を生かした応用が期待できる.
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Ｑ学習を用いたランダム・アクセス方式の設計とその性能評価

情報工学部情報通信工学科 榊原勝己、高林健人
情報系工学研究科システム工学専攻 山本龍樹、原佑輔

独創

連絡先 榊原勝己 sakaki@c.oka-pu.ac.jp

【背景】 無線LAN、ZigBee等に代表される無線端末の小型化および家電製
品への組込技術の進展に伴い、小型無線端末間で自律分散的に無線ネット
ワークを構築することは、IoT（Internet of Things）の基盤技術となる。
この場合、多数の低伝送速度端末（例えばセンサ端末）から間欠的なデー
タが、AP（サーバ）宛に同時に送信されないよう制御する手順（ランダ
ム・アクセス方式）が、重要な要素技術の一つとなる。近年、機械学習の
一手法であるQ学習を、ランダム・アクセス・プロトコルに組み込む試みが
活発に行われている。

【結果】 Q学習に加え、フレーム内のスロット状態（ア
イドル、成功、データ衝突）に基づく端末数推定により
フレーム長を適応的に更新する方式を提案した。提案方
式の性能（スループット）を計算機シミュレーションに
より評価した結果、右図に示すように（提案方式はRL-
ALOHA，RL-ARMA）、従来方式に比べ、高いスループット
を示すことが明らかになった。今後は、Q学習の学習速度、
端末数推定の精度の向上を図る。

【目的】 本研究では、ランダム・アクセス方式として最も基本的なスロット付アロハに基ずくフ
レーム付アロハを採用したネットワークを想定し、Q学習を利用し、1フレーム時間内における時間
スロット数を適応的に更新する方式を設計し、その性能を
評価することを目的とする。



Webプッシュ通知の制御による利用者保護手法

情報工学部情報通信工学科 佐藤将也

連絡先 佐藤将也 masaya@c.oka-pu.ac.jp

Webページから利用者に通知を送信する手法としてWebプッシュ通知がある。Webプッシュ通知
は利便性が高いことから利用が増加している。Webプッシュ通知の利用増加に伴い、Webプッ
シュ通知を用いたフィッシングが観測されている。フィッシングとはWebサイトを利用した詐欺
行為であり、フィッシングによるアカウント情報の詐取などが問題となっている。Webプッシュ
通知は通常のWebページよりも表示領域が狭く、フィッシングか否かを閲覧者が判断するのは難
しい。そこで本研究では、Webプッシュ通知によるフィッシングへの対策手法を提案する。

独創

キーワードリストを用いた制御手法

ブラウザ拡張を用いた実現

Webプッシュ通知の表示を検知し、
キーワードリストとの照合により表示可
否を制御する。また、Webプッシュ通知
のクリック時に遷移するWebページのURL
も同様に照合することでWebページへの
遷移可否を制御する。

ブラウザ拡張機能を用いて実現する。
Webページの読み込み時にブラウザ拡張が
JavaScriptを検査し、Webプッシュ通知に
用いられるJavaScriptコードを書き換え
る。これにより、導入が容易かつ多種Web
ブラウザへ導入可能とする。

Webプッシュ通知を用いたフィッシング



多変量回帰分析手法を応用した新規組み合わせ最適化アルゴリズムの検証

情報工学部情報通信工学科 野田 祐輔
金沢学院大学 経済情報学部経済情報学科 ゴータム ビスヌ プラサド（Bishnu Prasad Gautam）

独創

連絡先 野田祐輔 noda@c.oka-pu.ac.jp

組み合わせ最適化問題とは、様々な制約の下で膨大な候補

の中から、ある指標（価値）を最も良くする変数の組合せを
求めることである。現代社会では、製造、物流、小売、金
融、交通、社会インフラ、医療、農業、ヘルスケアなど様々
な産業分野において、新しい価値やサービスを提供するため
に、組合せ最適化問題を如何に高速且つ効率よく解くかが鍵
となる。

本研究に関連する成果として、昨年度では、部分的最小二
乗法（PLS）で構築した回帰モデルに基づく組み合わせ最適
化アルゴリズムを独自に開発した。各要素に0・1ビット（2
種類）を10,000個並べ、最適解とした採用するランダムな

ビット列と比べて、任意のビット列の各桁のビットが一致し
ない場合に1ずつ増える評価値（Cost function：最適値 0）を

目的関数とする最適化問題の最適解探索をテスト計算として
実行し、ランダムサーチや既存手法よりも少ないサンプル数
から真の最適解を探索することに成功した（右上図）。今年
度では、代表的な組み合わせ最適化問題であるナップサック
問題や巡回セールスマン問題に開発した組合せ最適化アルゴ
リズムを適用し、最適解探索の精度について検証した。

組み合わせ総数
210000 ≈ 2.00×103010



マイクロストリップ線路型十字交差方向性結合器の構成法に関する研究

情報工学部情報通信工学科 岸原充佳

独創

連絡先 岸原充佳 kisihara@c.oka-pu.ac.jp

十字形に交差したH面やE面方形導波管構造を利用した極めて簡潔な構造の小型方向性結合器

が提案されている。この様な回路は、マイクロ波ミリ波帯の送受信器や測定系に応用すること
ができ、コスト面や量産性の観点からは、マイクロストリップ線路構造で実現される方が望ま
しい。本研究では、マイクロストリップ線路構造を用いた十字交差方向性結合器の設計と、実
験による妥当性の検証を行っている。
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図1に提案する方向性結合器の回路パターンを示している。一辺rectの正方形パッチ状の十字
交差部に幅Wの入出力ポートが直交して繋がっている。対角線上(BB’)に幅swの切り込みがsl離
れて2か所入っている。図2に、入力信号がポート#3(結合)とポート#4(通過)へ等分配される場
合の電界分布を示している。図3は、比誘電率2.2、厚さ0.508 mmの基板を用いて16 GHzで設計
した場合の試作測定結果である(rect=6.8 mm,sw=1.5 mm, sl=5.0 mm)。広範囲に亘ってS31とS41
が等分配特性を示しており、比帯域幅7.5%程度を達成している。

図1 回路パターン 図2 電界分布(等分配) 図3 試作測定結果



Wi-Fi電波を用いた物体探索のための基礎的検討

情報工学部情報通信工学科 坂口浩一郎

独創

連絡先 坂口浩一郎 koichiro@c.oka-pu.ac.jp

近年，Wi-Fi電波を利用した屋内での位置推定や混雑度の推定など，通信用の無線信号を様々
なセンシングに利用する研究が行われており，利用する電波強度の情報やセンシングする対象に
応じて様々な信号処理方法が提案されている．本研究ではWi-Fiセンシングによる物体探索のた
めの基礎検討として，電波の伝搬経路上で様々な往復運動を繰り返し行い，受信信号強度(RSSI)
のスペクトル推定によってその周期を検知する実験を行った．

スペクトル推定結果

実験環境

運動の往復周期はいずれも10秒とし，送受信機間を往復
する，横切る，上下に屈伸するという3種類の運動を行っ
た．往復と横切る場合には運動周期に一致した0.1 Hzの
ピークが見られており，本手法により周期的な運動の検
知が可能であることが分かった．一方，屈伸運動は検知
できていないため，検知可能な条件についてさらなる検
討が必要である．



情報工学部 情報通信工学科 小椋清孝
情報系工学研究科システム工学専攻 橋口仁哉

独創画像伝送量削減のための画像欠損・復元手法の検討

連絡先 小椋清孝 komoku@c.oka-pu.ac.jp

4K/8K映像などの高精細動画の機器間伝送容量削減を目的として、送信側で一部の画素を

欠損させ、受信側で送られてきた画素情報から欠損画素値を復元して表示する手法について
検討を進めている。復元は深層学習により行うこととし、現在は高い復元性能を持つ(かつ
ハードウエアサイズが小さい)深層学習ネットワークの構成について研究を行っている。

2022年度は、複数画素の同時復元や欠損率50％へ対応した復元用ニューラルネットワークにつ
いての検討、復元ニューラルネットワークへの枝刈り適用による軽量化とFPGAへの実装・評価、
RGBとは異なる色空間のデータを入力とした場合の性能検証などを行った。

2画素復元モデルについては、テスト画像の復元性能評価で1～1.5dBほど平均PSNRが1画素復元
モデルよりも小さくなるものの、同モデルをFPGAをターゲットに設計したところ、1画素復元モデ
ルよりも数%程度の使用LUT数増加で動作速度がほぼ同じという回路が得られ、1回に2画素の復元
ができることからほぼ2倍の推論性能を得ることが可能であることが分かった。欠損率50%への対
応については、欠損パターンの取り方により大きく性能が変わるが、欠損率25%と比較すると最大
性能の構成でも15dBほど平均PSNRが小さくなった。枝刈り適用については、3dB程度のPSNR低下を
許容することで、ネットワーク枝数で94.6%、HW化時のLUT数で99.2%削減という結果となった。

図1 深層学習を用いた動画伝送量削減手法 図２ 画素復元ニューラルネットワーク



少数異常データを考慮した外観検査の高精度化

情報工学部情報通信工学科 滝本 裕則、金川 明弘
情報系工学研究科システム工学専攻 関 淳椰、江越 瑠一、北山 晃生

独創

連絡先 滝本 裕則 takimoto@c.oka-pu.ac.jp

工業製品や食品の製造現場では、製造過程で発生した仕様基準を満たしていない不良品が市
場に流出することを防ぐ目的で外観検査が行われている。目視による外観検査は「検査員に
よって検査の判断基準にばらつきが生じてしまうこと」や「検査員の確保や教育のためのコス
ト」が課題であり、外観検査の自動化が求められている。

深層学習の登場以降、画像処理に特化した畳み込みニューラルネットワーク（CNN）は、
様々なタスクにおいてその有効性が確認されている。一般に、CNNは複雑な構造をしており、
CNNを構成する百万～数千万のパラメータをタスクに最適化させるためには膨大な学習用デー
タを必要とする。しかしながら、製造現場においては、異常品の発生自体が稀であるため、正
常品に比べて多くの不良品データを収集することが困難である。

本研究では、数十枚程度の少ない不良品データであっても効率的にCNNモデルを学習させる
ことで外観検査を実現する手法を提案した。我々は、深層学習登場以前に提案されたサンプル
間の類似性に基づいて少数データからでも効率的にモデルの学習が可能なMetric learningに

注目し、CNNとMetric learningを
組み合わせた深層Metric learning
モデルに基づく外観検査法を提案
した。また、CNNモデルの高精度化
に有効とされるAttention機構に注
目 し 、 提 案 す る 深 層 Metric
learningモデルに導入することで
高精度化を図った。



細粒度のソフトウェア変更に伴う不具合の予測手法の転移に関する研究

情報工学部情報システム工学科
情報系工学研究科システム工学専攻 天㟢 聡介

独創

連絡先 天㟢 聡介 amasaki@cse.oka-pu.ac.jp

ソフトウェア開発に費やすことができる資源には時間的・金銭的な制約がある。制約の範囲で
品質を確保するためには潜在的な不具合を効率的に発見・修正する必要がある。ソフトウェアの
変更差分に対する予測手法が近年多く提案されている。また、より細粒度の変更を対象とする
ことも増えてきた。細粒度の変更はコードに含まれる情報が少なくなるため予測精度の低下が
懸念される。近年の開発者個々人にパーソナライズされた不具合予測（図１）にも同様の懸念が
生じる。

本研究では、変更差分を対象とするパーソナライズされた不具合予測に対して転移学習を適用
した場合の影響を検討した。その結果、不具合予測の精度を向上・低下させる転移学習法が存在
することが確認できた。また、安定して精度向上が見込める転移学習法を特定できた。

図2: Bellwether Method図1: パーソナライズされた不具合予測



多様な環境における自然言語処理

情報工学部情報システム工学科 但馬 康宏

独創

連絡先 但馬康宏 tajima@cse.oka-pu.ac.jp

コンピュータに言葉を理解させる取り組みは，コンピュータの誕生当初から行われており
人工知能研究における究極の目標のひとつである．近年は，高精度の一般質問応答ができる
システムが作られており，まさに「コンピュータが言葉を話し始めた年」となっている．し
かし，流暢なことばを出力するようになっても，その内容はデータとして与えた言語情報の
断片的な模倣となっており，言語理解，言語処理の課題は現在でも非常に多い．

本研究室では，以下のようなテーマに取り組んでいる．

• 対話の理解と応答生成
目的別対話における質問応答，対

話生成について，旅行代理店でのや
り取りを想定し，発話の分類，応答
の生成を行った．

• 日本語ラップの理解とMC推定
くだけた日本語の代表であるラッ

プのリリックを解析し，MCの特徴を
抽出した．

• 多人数不完全情報ゲームにおけ
るコミュニケーション
ゲームにおけるコミュニケーショ

ンを分類生成した．



プロ棋士に信頼される将棋AI
情報工学部情報システム工学科 芝 世弐

独創

連絡先 芝 世弐 shiba@cse.oka-pu.ac.jp

2017年に我々が将棋AIに取り組む以前からプロ棋士を超えるAIが生まれていた。しかしながら，

実際の将棋研究や対局評価に用いようという動きは極一部の若手棋士やネット中継局など稀有で
あった。

2019年5月に我々のソフトウェアを公開した直後からプロアマ問わず利用する棋士が激増し，
現在では将棋AIを利用しないプロ棋士は居ないとまで言われるようになった。まさに，将棋界の
パラダイムシフトである。対局の解説棋士や中継記者といった専門家が自らの考えよりAIの方を
信頼した発言を繰り返し，今や中継評価には不可欠な存在となっている。また，棋書やWeb記事，
多くの動画メディアもAIの読み筋が正しいという前提で制作されるほどの信頼を勝ち得ている。

2021年9月には日本将棋連盟の公式ライブ中継アプリにおいてプ
ロ棋戦のAIによる局面評価・読み筋・期待勝率などを配信するに
至った。プロの団体として公式に導入するAIとしては我々のソフ
トウェアが採用されており，その信頼のほどが伺える。また，
2022年の名人戦以降は朝日新聞社および毎日新聞社のWebサイトや
YouTube中継において局面評価に用いられている。棋書などの利用
も多く棋士のみならず記者や著作者の信頼を勝ち得ていることが
分かる。

現在，将棋界の新手や新構想などはAIが先行する形になってお
り，例えば先手相掛かりなどの流行戦型はAI由来であり，AIによ
る大会にプロ棋士はじめ将棋関係者の多くの注目が集まっている。



人を引き込む身体的インタラクション・コミュニケーション技術

情報工学部 情報システム工学科 渡辺富夫、石井裕 保健福祉学部 看護学科 高林範子
デザイン学部 ビジュアルデザイン学科 西田麻希子 埼玉大学 理工学研究科 綿貫啓一

共同

連絡先 渡辺富夫 E-mail: watanabe@cse.oka-pu.ac.jp

うなずきや身振りなどの身体的リズムの引き込みをロボットやCGキャラクタに導入することで、
対話者相互の身体性が共有でき、一体感が実感できる「心が通う身体的コミュニケーションシス
テム」を研究開発し、人を引き込む身体的インタラクション・コミュニケーション技術（身体的
引き込み技術）の重要性を実証してきた。とくに音声から豊かなコミュニケーション動作を自動
生成する技術は、人とかかわるロボット・玩具、メディアコンテンツ、e-Learningやゲームソフ
ト等に導入・実用化されており、教育・看護・福祉・エンタテインメントなど広範囲な応用が容
易に可能である。身体的引き込みによる一体感や共有感は、幸せな気持ちや安心感を支えるもの
で、人がつながるヒューマンインタフェースの要である(1)。実空間とサイバー空間を高度に融合
させ、人をつなぐ人間中心の社会Society 5.0時代を拓く礎として本システム・技術を紹介する。
(1)渡辺富夫：円滑なコミュニケーションとは？，ヒューマンインタフェース学会誌，Vol.24, No.2 (2022), pp.22-25.



多様な動作でかかわりを深める音声対話エージェントの研究開発

情報工学部 情報システム工学科 石井裕，渡辺富夫 人間情報工学科 佐藤洋一郎
保健福祉学部 栄養学科 川上貴代 看護学科 高林範子 デザイン学部 造形デザイン学科 西田麻希子

重点

連絡先 石井 裕 ishii@cse.oka-pu.ac.jp

身体性メディアを活用してインタラクションを支援する技術開発を進めるため、これまでに

研究開発されてきたコミュニケーション特性や身体的引き込み原理をロボットや電子メディア
に導入するとともに、新たに音声認識によって発話内容に基づく画像提示あるいは話速適応す
る応答動作システム等へ応用展開する。

本研究では、まずコミュニケーションの根幹となるリズム同調
において、今よりも一層効果的にコミュニケーションを支援する
ため、使用者の置かれている状況や感情にうまく寄り添うことが
できるうなずき動作を検討した。評価システムを構築し、うなず
き動作そのものの違いが、印象にどのような違いをもたらすのか
調査している。

印象評価に基づいて、対話として負荷の大きいオンラインで
の面接を想定したシステムに導入し、親しみやすく誠実な印象
である「のんびり静かな」うなずきが，面接という場において
緊張を和らげる効果があることが示された。

また孤独感緩和を目的に､CG シミュレーションを用いた印象
評価実験の結果､会話相手としての有効性が示された。また明る
い環境では「静かなうなずき」よりも活発なうなずきが楽しい
気持ちにさせ、暗い環境では「元気なうなずき」よりも落ち着
いた印象のうなずきが和むなどの結果を得ている。



Ｇ

教育



古代アメリカ土器の研究
「笛吹きボトル＋筑波大学附属視覚特別支援学校プロジェクト」

デザイン学部 工芸工業デザイン学科 真世土マウ

連絡先 真世土マウ mau-macedo@dgn.oka-pu.ac.jp

古代アンデス文明の産んだ工芸品の中に、器内を空気の動きで、内蔵された笛が鳴るボトル型
土器がある。笛吹きボトルの研究は、東海大学、東京大学、放送大学とBIZEN中南米美術館の
収蔵品を中心にその構造と製作技術を研究している。

今回は筑波大学附属視覚特別支援学校において、東海大コレクションの４つの古代アンデス土
器を、生徒達が直接手で触れながら、いにしえの素晴らしい土器の造形力と息吹きを体験し、
その後、生徒が自分自身のオリジナル“笛吹きボトル”を制作し、豊かな創造性と迷いのない
創作ができた。“笛吹きボトル”を教材の中心として、このプロジェクト「音の奏でる風景」
が大きな役割が果たすことが確認できた。



どんぐりプロジェクト

保健福祉学部子ども学科 小畑千晴、児玉太一、安久津太一、

連絡先 小畑千晴 chiharu_obata@fhw.oka-pu.ac.jp.

［樹木版の制作］ ［森林生態学の演習］ ［森林生態学の講義］ ［植樹活動］

R6年に開催される植樹祭に向け、苗木の育成に取
組む学生の自主的グループが結成され、R3年10月
に活動がスタートした。保育者を目指す学生らが、
自然との共生を体験的に学び、地域の親子に伝え
られるために行っている。
ヒノキ苗木の育成と、本学に多数植樹されている
どんぐりの育成、どんぐりを使ったクラフト作品
作り、森林生態学の演習と講義、キャンパス内ど
んぐりマップの作成、親子むけリースづくり体験
イベント、「縄文時代における食としてのドング
リ」特別講義等を行ってきた。R5年は、これらの
体験を踏まえて、絵本と歌等を作成したい。

保健福祉学部栄養学科 伊東秀之、デザイン学部建築学科 向山徹、

共同



エディブル・エデュケーションを用いた幼児教育人材育成

保健福祉学部子ども学科 小畑千晴、デスマレスエリック、児玉太一、安久津太一、山本孝司

保健福祉学部栄養学科 伊東秀之、川上貴代 デザイン学部建築学科 畠和宏

重点

連絡先 小畑千晴 chiharu_obata@fhw.oka-pu.ac.jp.

我々の研究チームでは、自然資本を社会基盤に据える発想を学び、予想不可能な時代に必要な
文理の壁を越えた人材育成を目指す「『雑草型』幼児教育人材育成」プロジェクトを2022年4月よ
り始動した。自然資本の重要性を幼児期の子ども達や保護者にも教え、伝えられることを目指す
とともに、自然環境の循環を学ぶことが、人と社会との関係、人間関係の理解にも繋がることを
体験的に学ぶためである。そのための具体的手法の１つとして、アメリカ発祥の体験的かつ横断
的学習手法であるエディブル・エデュケーション（EE）を導入し、試行的取組を行った報告する。

実施時期：２０２２年４月～２０２２年１月 対象：子ども学２年生２５人
実施内容：種まき・苗植えなどの作業に加え、植物生態学・環境学・心理学・音楽・食育等を連
関した講義
実施の様子：

授業後のアンケート：EEの授業が自然環境への関心につながった100%、他分野への関心につな
がった90％、食への興味関心につながった90%、自然と人間の在り方を考える契機になった90％等
の回答が得られた。

［５月苗植え］ ［９月子どもと大学生の学びの場］ ［マルチングの講義］ ［収穫した野菜の調理］



道徳的な物語は子どもの誠実さを促進するか

保健福祉学部子ども学科 樟本千里
保健福祉学部保健福祉学科 ４年 古好由佳、福田梨乃、村田智世

独創

連絡先 樟本千里 kusumoto@fhw.oka-pu.ac.jp

1. 問題と目的
幼児教育を含む初等教育において、絵本の読み聞かせに代表される「物語を語って伝えるこ

と：ストーリーテリング」は、子どもが社会生活を営む上で、必要となる貴重な教訓を身に着け
るのに理想的な教材の一つである。子どもは幼い頃から、社会化の手段や文化的価値を伝える教
育教材として、たくさんの物語や寓話に触れている（Henderson & May, 2005; Kim, Green, & 
Klein, 2006）。そこで、本報告ではグリム童話とイソップ童話をとりあげ、物語に含まれる道
徳的価値についての検討（調査１）し、道徳的な話が幼児期の子どもたちの道徳性を促進するの
かについて検討する（調査２）ことを目的とした。

2. 方法
複数の書籍から任意のグリム童話およびイソップ童話を選択し、グリム童話20話、イソップ童

話52話の計72話を分析の対象とした。まず、調査者が各々童話を読み、童話に含まれていると考
えらえるテーマをラベルした。その後、調査者全員で童話に含まれているテーマについて話し合
い、それぞれの童話が含んでいるテーマを決定する手続きをとった。なお、童話によっては、複
数のテーマを含み、話し合いで決定しなかったものは、複数のラベル付けも認めた。

3. 結果
グリム童話およびイソップ童話に含まれる１３のテーマを抽出した。すなわち、①賢さ、②因

果応報、③嘘、④愛、⑤約束、⑥幸運、⑦正義、⑧努力、⑨正直、⑩幸せ、⑪優しさ、⑫欲、⑬
素直さである。
１３のテーマにその他を加えて、グリム童話およびイソップ童話の特徴について、日本昔話と

比較して考察する。
なお、子どもたちへの調査の実施が遅れており、現在準備中である。



「保育ニーズの多様化」概念の再検討

保健福祉学部 子ども学科 中野 菜穂子

保育は、乳幼児の養護と教育を保障する専門的行為であり、子どもの人格形成上
重要な位置づけにある。
保育ニーズとは、子どもの健やかな育ちと保護者の安心できる子育て実現のため

に行政や保育機関に向けられた保育に関する要望の総称である。子育ちと子育てを
めぐる社会的環境の変化は保育ニーズの多様化をもたらしている。

その内容は以下のように大別できる。
①保育所・子ども園への入所希望の増加による「量」の増大
②保護者の労働環境に応じた保育時間等に係る要望
③保育の内容や対象等に関わる「質」の向上への要望

従来、保育ニーズは①と②にかかわるものとして保護者の視点から検討されがち
であったが、保育を受ける主体である子どもの視点から再検討し、③の視点を中軸
に据える必要があろう。
すべての子どもに質の高い保育を受ける権利を保障する事、子どもを育てる家族

のウェルビーイングの向上のために保護者の労働環境を抜本的に改善する事が課題
である。

連絡先 中野菜穂子 nakano@fhw.oka-pu.ac.jp，



保育者養成校における保育内容「人間関係」の指導法における学びの特徴
ーパターン・ランゲージを用いた模擬保育の振り返りを事例としてー

保健福祉学部子ども学科 京林 由季子

連絡先 京林 由季子 kyoba@fhw.oka-pu.ac.jp

【目的】本研究では、子ども学科1年次の専門科
目「保育内容（人間関係）の指導法」の2022年
度の受講生の学びの特徴について報告する。本
授業は、模擬保育（季節の行事）への取り組み
を通して保育を構想し実践する方法を身に付け
ることを目標としている。チュッピーひろばの
親子を招き、グループによる保育実践であるこ
とが特色となっている
【方法】受講生28名に、模擬保育終了後にパ
ターン・ランゲージの1つである井庭（2014）の
ラーニング・パターンを用い、本授業における
各自の学びの経験を39のパターンの中から3つ選
択させた。選択したパターンについて相互に振
り返る時間を設けた後にワークシートに理由と
共に記述させた。
【結果】受講生が選択したパターンの割合を図1
に示す。最も多かったパターンは「魅せる力」
56.0％であり、次いで「目的へのアプローチ」
44.0％であった。模擬保育の構想と実践を核と
する本授業における受講生の学びの特徴を確認
することができた。

突き抜け

自省

対人のなかの学び

学びの仲間

仕上げ

つくる力

深みのある発想

実行力

鍛錬

学びの連鎖

実践の中の学び

学び始め

コア

図１．受講生が選択したパターンの割合



社会変動のなかの教育改革（２）
－「Society 5.0」のスローガンと「教育課題」－

岡山県立大学保健福祉学部子ども学科 池田隆英

連絡先 池田隆英 ikeda@fhw.oka-pu.ac.jp

「Society 5.0」と「学校の情報化」は法令・基本計画に根拠を持つ。大きな展開は，内閣府
主導「プラットフォーム」の整備，施策具体化の「教育振興計画」（第3期）による。「加速化
プラン」以降，「要領」答申（H.28）には従来の「情報化」「ＩＣＴ」だったが，「構築」答申
（R.3）には「個別最適」「協働的な学び」が明記された。「教育情報化推進法」（R.1）制定後，
「GIGAスクール構想」が閣議決定され，「推進計画」（R.4）が策定された。従来，子どもをめ
ぐる「非行・犯罪」「いじめ」「ネット利用」などが指摘され，情報化との関連で「依存・限
界」「制約・市場化」「周縁化・肥大化」が見られる。「Society 5.0」に基づく「学校の情報
化」プロジェクトは，「社会類型」「社会課題」「社会実装」「価値創造」から成る「複合体」
で，「因果モデル」「教育市場化」「デジタル」「未来構想」という「背後仮説」を前提する。
スローガンのようには，「情報化」によって「教育課題」が解決される道筋は見えない。

「Society 5.0」の位置づけ

出典：日立東大ラボ（2018, p. 2）

 

ネットいじめの件数と割合 

出典：文部科学省調査（2022）より筆者が算出・作成 
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コロナ禍の臨地実習における３年課程看護学生の実習適応感の関連要因

保健福祉学部看護学科 名越恵美、犬飼智子、實金栄
川崎医療短期大学看護学科 河畑匡法

独創

連絡先 名越恵美 nagoshi@fhw.oka-pu.ac.jp

社会的背景：18歳人口の低下と大学収容力や看護系大学数の増加により“大学全入時代”となった。
そのため、生涯にわたる自己研鑽および 自ら学び続けられる基礎的能力を育む必要性がある。
目的：コロナ禍での臨地実習における3年課程看護学生の自己調整学習および社会的スキルが実習適
応感に与える影響を明らかにすることを目的とする。
方法：看護師養成の大学及び短期大学合計11校の許可を得、自記式質問紙を配布、分析は、基本属性
及び自己調整学習・社会的スキル・適応感の関連をM-plus Ver8.7を用いて解析した。
結果：回収数 307部（回収率34.5％）分析対象:305部（有効回答率99.3％）

考察：臨地実習における自己調整学習は、社会的スキルと相互に高め合いながら実習適応感に影響を
与えるという関係が明らかとなった。自己調整学習を育むことで社会的スキルも向上しながら、実習適応
感の獲得が期待できる。臨地実習に自己調整学習を取り入れることで看護学生のメタ認知が更に洗練さ
れることが明らかとなった。自己調整学習を活用することで看護における社会的スキルも高まり実習適応
感を得られやすい。一方で、臨地実習の学内への変更は実習適応感に負の影響を与えていた。
卒後のリアリティショックの軽減のためにも可能な限り臨地実習を行う必要がある。

本研究はR4特別研究費：独創を受けて実施した



身体性アバタを介したリフレクションによる
看護コミュニケーション教育支援システム

保健福祉学部 看護学科 髙林範子
情報工学部 情報システム工学科 渡辺富夫、石井裕

独創

連絡先 髙林範子 takaba19@fhw.oka-pu.ac.jp

人は単に言葉によるバーバル情報だけでなく、うなずきや身振り・手振り、表情あるいは周辺

言語といった言葉によらないノンバーバル情報による身体性の共有により、対話者相互の豊かな
関係性を成立させている。看護教育において学生がこの身体的コミュニケーションについて理解
を深めることは重要であり、学生の行動変容を導き出すためには、身体的コミュニケーションを
体験的に学習できるシステムが必要である。そのため、アバタを介して身体性を共有し対面コ
ミュニケーションを実現できる身体的バーチャルコミュニケーションシステムを適用した看護コ
ミュニケーション教育支援システムの開発を行っている１）。このシステムは、対話者が仮想空
間上で自己と相手のアバタを介して対面コミュニケーションを実現でき、終了後に自動集積され
たデータを基にロールプレイング場面を振り返ることができる。アバタを介することで対話者の
ノンバーバル情報や生体情報を制御・加工することで、各種条件下でのコミュニケーションを解
析することができる。

現在は、看護に必要な傾聴のスキルとして、うなずきなどの
気づきを促すためのアバタ影システムを適用したうなずき機能
の開発（図）とアバタの表情変化の改良を行っている。また、
対話者と身体性アバタとの身体的行為をあえて矛盾させるなど
の矛盾的誘導法の解析手法の確立に向けた検討を進めている。

参考文献
１）髙林範子：VRを活用した看護コミュニケーション教育支援システムの有用性，
看護人材育成4－5月号，Vol.19，No.1，P.59〜65，2022.



栄養管理プロセス学習支援プログラムとOSCEの検討

保健福祉学部栄養学科 川上貴代、久保田恵、首藤恵泉、田淵真愉美、井上里加子、丸田ひとみ
津嘉山泉、戸田圭祐、 保健福祉科学研究科 山本沙也加

独創

連絡先 川上貴代 kawakami@fhw.oka-pu.ac.jp

多様な背景をもつ患者とのコミュニケーションと専門的

アセスメント、多職種連携の視点を養うことは医療者教育

で重要である。シミュレーションは管理栄養士学生の臨地

実習前教育として期待される。我々は簡便で遠隔可能な学

習支援としてオンラインOSCEトライアルを行い、評価基準

の標準化、教育効果をオンラインで比較検討する。

評価者間の評価一致度κ係数は良好な値を示し、対面同

様にオンラインでも評価の信頼性がえられた。また模擬患

者との印象ともおおむね合致した。学習者から挙げられた

利点は『場所を問わずできる』『オンライン指導の注意点

やポイントを知れた』等であった。一方『目を合わせるこ

とが難しい』『音声が途切れたり画面が止まったりする』

等の利用上の課題もあるものの、簡便なコミュニケーショ

ン学習評価システムとしての利用可能性が示された。

評価者 模擬患者

学習者

学習者

評価者

模擬患者

観察学生

対面式

オンライン式



学士課程教育における看護学の学びの統合のための教授方法開発

保健福祉学部看護学科 住吉和子、藤堂由里、岡﨑愉加、関根紳太郎、渡辺富夫
安酸史子（関西医科大学）

重点

連絡先 住吉和子 sumiyoshi@fhw.oka-pu.ac.jp 結果の詳細は当日ポスターで展示します。

目的：看護学士課程教育では、日本看護系大学協議会の示す専門職としての能力と中央教育審
議会報告書の示す学士力としての能力の「学びの統合」が求められている。
そこで今回は、講義・演習・臨地実習において、「学びの統合」を行うための教授方法を
開発することを目的とする。

方法：①看護系大学カリキュラムについて、教員を対象とした看護教育におけるマザーマップ
に関する研修会を開催し、学科の教育について意見交換を行った。

②1年目に明らかにした本学科の教育方法の現状と課題を参考に、講義・演習、実習で
学生が「わかった」と感じる状況についてグループインタビューを行い、機能的に
分析した。その後、カリキュラム全体を見直し、学びを統合を促進するカリキュラム
案を作成した。

結果：・看護教育におけるFDマザーマップの「教育」の「授業運営」と「臨地実習指導」
について学科での共通認識を持つことができた。

・学生は高校生の時には復習をして「わかった」を実感していたが、
大学では科目数が多いこと、範囲が広いことにより復習をしにくい
状況にあることが明らかになった。

・学生が内容が難しくても毎時間の小テストや振り返り、
系統的に学ぶことで「わかった」に繋がっていた。

・写真多いテキストは復習のしやすさに繋がっていた。
・講義中にさわったり、見たりする体験を臨地実習で実際に行う
ことで理解が深まっていた。 図１ 看護教育におけるFDマザーマップ®の構造

mailto:sumiyoshi@fhw.oka-pu.ac.jp


大学教育における看護実践の質的向上に資する
社会言語学的アプローチの有効性

保健福祉学部 看護学科 関根紳太郎

独創

連絡先：関根紳太郎 sekine@fhw.oka-pu.ac.jp

本研究では、看護学の学際性（実践を主とする看護において、その理論的参照枠としてさま

ざまな学問領域が援用可能であるということ）、特に社会言語学との学術的親和性（学問的に
違和感なく調和するということ）に着目し、継続的に研究をすすめることで、看護研究の発展
に資することを目的とする。具体的には、コーパスと呼ばれる言語データベースを活用した量
的分析とディスコースという「社会文化的意味をもった言葉のまとまり」を捉える質的考察に
より、言葉に置き換えられたさまざまな看護的現象を明らかにしていくことをねらいとする。
そして、看護学における社会言語学的アプローチが、特にアンケート調査の自由記述欄などに
内在する（言語記述の）意味や概念の抽出に有効であるという点について実証的に考察する。
最後に、本研究の成果を学内紀要、卒業論文（執筆指導）、学会発表等において学術的エビデ
ンスを残すことで、従来からある看護学の質的研究にコーパスおよびディスコース分析を活用
した社会言語的手法が有効であることを検証する。

分析方法は、次の通りである。
・研究キーワードに関して、無記名自由記述式のアンケート調査（オンライン形式）を実施
・アンケート結果を基に構築した分析対象コーパスの検証と統計的評価
・抽出された特徴語と関連語を内包するディスコース分析と意味要素の顕在化
・量的分析としてのコーパス分析と、質的考察としてのディスコース分析について、
その妥当性を評価

・コーパス分析用コンコーダンサーとしてAntconcを採用
・日本語分かち書きツールとしてSegmentAntを採用
・特徴語抽出の統計的指標として対数尤度比を適用



消費者行動理論からみた受験生の大学選択行動

保健福祉学部現代福祉学科 喜村仁詞

ヒトは何かを購入・選択する行動には法則があることが明らかにされている（消費者行動
理論）。受験生が大学を選定し入学するまでの経路は購買行動の一種といえ、消費者行動理
論に基づいて分析を行うことが可能である。受験生の大学選択行動を解明は、どのような時
期にどのような告知を行うべきなのかなど、より効果的な広報戦略の策定に寄与する。

連絡先 喜村仁詞 kimura@fhw.oka-pu.ac.jp，

Blackwell＆Miniard＆Engel（2006）
による消費者の意思決定行動を参考に作成

受験生は、大学進学へのニーズを認識すると、進学する大学の選定を行う。しかし、国内
には約800大学が存在することから、初めは、学問系統や地域、自身の学力等少ない情報で
ざっくりと絞り込み、絞り込んだ候補を丁寧に吟味し受験校を決定する２段階方略を取る。
これら各段階で使用される広告媒体はおのずと異なるものとなる。



企業×地域×大学の合体教育による「未来型思考×地域力」を付加した雑草型人材育成事業

「吉備の杜」創造戦略プロジェクト
「吉備の杜」推進室

連絡先 「吉備の杜」推進室 kibinomori@oka-pu.ac.jp

「吉備の杜」創造戦略プロジェクトは、令和2年10月に文部科学省に採択された「県内産業
発展に寄与できる人材」を出口（企業）と一体になって育成するプログラム構築事業です。予
測不可能で急速な変化が生じる未来社会において、多種多様な環境圧をバネにする未来型思考
と地域力を有した『雑草型リーダー』を育成することにより「高い専門性と幅広い人間力に立
脚した地方創生を担うたくましい人材」を輩出します。

◎三方よし！「吉備の杜」流PBL演習：未来型プロジェクト・創造戦略プロジェクト

PBL（Project Based Learning）とは、文部科学省が推進するアクティブ
ラーニングのひとつです。実社会で即戦力として活躍できる人材を育成す
るために有効な教育手法であり、学生が明確な目標を掲げ、できるだけ実
際の業務の内容に近い1つのプロジェクトを完成させていくプロセスの中で、
実社会で真に役立つスキルやノウハウを修得していくというものです。

◎「吉備の杜」で共創する学び：リカレント教育履修者の募集

「吉備の杜」創造戦略プロジェクトでは、社会人のリカレント
教育の一環として、学部生・大学院生の開講科目の一部を学外の
方も履修できる取り組みを実施しています。受講方法は、実際に
大学にお越しいただく対面式、または、実際の講義を撮影した配
信動画によってオンデマンド式のどちらかで受講可能です。社内
教育や自己啓発の一助としてご活用いただいています。



Ｈ

文化・地域づくり

スポーツ・その他



竹久夢二の翻訳・翻案研究

デザイン学部ビジュアルデザイン学科 風早由佳、野宮謙吾、柴田奈美

連絡先 風早由佳 kazahaya.yuka@dgn.oka-pu.ac.jp

竹久夢二が活躍した明治・大正期の日本の児童文学は、翻訳文学と言えるほどに外国の児童

文学の翻訳、翻案が数多く刊行され、現代まで続く近代的日本児童文学の源流と見なすことが
できる。特に日本児童文学史上、芸術的な童謡、童話を創出することを目標に掲げた雑誌「赤
い鳥」は、近代化を目指す最初の大きな運動として西洋の近代的子ども観や思想、教育理念を
背景に、それまでの勧善懲悪的な御伽噺とは異なる文学を生み出した。この時代にあって、夢
二は他の作家に先駆けて英米児童文学を数多く翻訳（翻案）している。

本研究では、夢二の文学における「子ども」のイメージ形成に西洋の文学と近代的子ども観
がいかに影響を与えたのか、夢二による童謡の翻訳（翻案）を中心に取り上げ考察した。夢二
の文学、挿絵作品においては子どもが重要なテーマであるが、夢二の子ども観はこれまで深く
議論されていない。本研究を通して、新たに複数の童謡の翻訳（翻案）を発見した他、これま
でに未発見であったグリム童話等の童話からの夢二翻訳（翻案）を発見し、西洋文学に表され
る子ども観が夢二の創作における子ども観の醸成に寄与していることを明らかにした。

さらに、これまでに研究がなされていない夢二の英詩翻訳の手拓本を調査し、夢二による手
拓本への書き込み資料を入手することができた。この資料をもとに、夢二の外国童謡・童話の
翻訳（翻案）における作品の取捨選択の特徴を分析し、夢二の文学作品・挿絵を特徴づける異
国風の描写は、英詩、とりわけマザーグースの影響を強く受けていることを明らかにした。一
方で、マザーグースの特色の一つであるナンセンスをテーマにした詩は夢二の翻訳において訳
出されにくい特徴がある。夢二にとってナンセンス詩は、テーマや場面設定、リズム特徴を引
き継ぎながらより創作性の高い翻案を生み出す源となっていることが指摘できた。

（本研究は、両備檉園記念財団の研究助成を受けています）



山口誓子の『凍港』に見る短歌の影響（２）

デザイン学部ビジュアルデザイン学科 柴田 奈美

連絡先 柴田奈美 shibata@dgn.oka-pu.ac.jp

山口誓子は、現代俳句の革新者として俳壇史で有名であるが、その纏まった研究は未だ進んで
いない。特に、誓子の俳句革新の方法を研究するのに欠かせない短歌の影響に関する研究が少な
い。神谷かおる氏の『和歌の構造史』の一部で茂吉の影響が、また松井利彦氏の『近代俳論史』
の中の一部で、茂吉、若山牧水、小泉千樫の影響が指摘されているにとどまっている。
前回の発表では、句集『凍港』に、茂吉の言葉の選択方法や素材の拡大方法を意識して自作に

取り込んできたことを確認したが、特に都会素材を集中して作品化されたのは昭和5年以降であ
る。この変化の原因として、茂吉以外の歌集の影響が想定できるのではないかと考えられる。

本研究では、『俳句の復活』におさめられた「連作俳句」に紹介された小泉千樫に注目し、そ
の影響と、なぜ都会素材摂取の影響歌人として千樫を挙げなかったのか、その理由を考察した。

誓子は「連作俳句」の中で、千樫の短歌の連作群の秀逸さを評価している。ここで、千樫の歌
集を通読すると、連作が多いことの他、都会に取材した素材が多いことに気付く。これらの作品
は茂吉の短歌のようにインパクトのある表現はなされず、短歌らしい韻律に溶け込んだ穏やかな
言葉が選ばれていた。千樫の歌壇の評価は、抒情的で破綻や変化の少ない作品で、写実の輪郭が
はっきりせず、根源的で突き上げるような迫力がない、という厳しいものであった。強烈な「茂
吉用語」に惹かれた誓子も同様の印象を抱いたと考えられる。誓子が素材の拡大について述べる
時に、千樫の作品を都会素材摂取にヒントを受けた歌人としては挙げなかったのは、この根源的
なところが肯定できなかったからではないだろうか。根源的な改革精神と、そこから創造され
イナミックな作風を茂吉から受け継ぎ、都会を詠む直接的なヒントは『屋上の土』の発刊された
昭和3年5月以降に、千樫から得たと考える。



スティッチング技法を用いた作品制作３

デザイン学部ビジュアルデザイン学科 北山由紀雄

連絡先 北山由紀雄 ktym@dgn.oka-pu.ac.jp

「Multi-dimension（多次元）」シリーズでは、上下方向で分割撮影し、その画像を合成して作品
を制作している。今回の作品は、上下の分割撮影を行う際に、それぞれの構図において、フォー
カス位置を後ろ側から手前にかけて少しずつ移動させ、３〜５回に分けて撮影を行っている。こ
れら画像を求めるイメージになるよう、それぞれのフォーカス位置でセレクションし、手動で深
度合成して上下それぞれの画面を創り出し、最終的にこの上下の画面を合成してパンフォーカス
の高細密画像に仕上げている。

撮影場所は、岡山県総社市の木々の覆い被さ
る小さな渓谷である。直射日光が殆ど差し込ま
ず、木漏れ日が時折射す様な場所なので、絞り
込んでの撮影では、シャッタースピードは遅く
なり形を捉えられない。感度を上げての対応に
も限度があり、更には絞り込むことでの回析も
考慮に入れ、この方法を採用した。

撮影から、撮影後のセレクション、合成に至
るまで、極めて手間の掛かる方法だが、そこで
感じた印象を、よりリアルに再現する方法とし
て有効なものであると考えている。



プリンティング表現の教育・普及に関する研究

デザイン学部 造形デザイン学科 関﨑 哲

連絡先 関﨑 哲 sekizaki@dgn.oka-pu.ac.jp

研究は、造形表現の分野においてプリンティング表現が持つ「素材に触れながら思考を深め
作品化するというプロセス」の重要性を示し、造形教育の場にどう活かしていくかその方法を
提案することを目的とする研究である。今回は「版を通して世界をみる」をテーマとした展示

について報告する。多様性が叫ばれる今日、「版」という“限定”された素材と技法
によって表現することにどんな意味があるのか、そこからどんな多様性を持った表
現を生み出すことができるのか、を示すような展示を試みた。

＊版表現の楽しみⅧ「ゆだねるということ」は、吉備路文化館にて、令和5年4月14日〜 5月11日に開催。

版表現の楽しみⅦ,版を通して世界を見る 吉備路文化館 令和4年5月12日〜13日（主催:関崎研究室,総社市教育委員会 ）



美術館コレクションを活かした地域文化活性化のための連携プログラムの
実践研究

デザイン学部 工芸工業デザイン学科 島田清徳、難波久美子、真世土マウ、作元朋子、渡邉操、
今田千裕

連絡先 島田清徳 textile@dgn.oka-pu.ac.jp

代表的な地域産業の繊維（テキスタイル）と陶磁（セラミック）を核とした工芸系デザイ

ン教育と県内文化施設を連携させ、“ものづくり”を活用した本事業を継続的に実施するこ
とにより、県民が文化に親しむ機会を増やすとともに地域文化の発展に寄与することを目的

とした。（令和４年度 地域連携事業）

高梁市成羽美術館においては、成羽地域産出の植物化石をモチー

フとし、美術館との協働により学生がミュージアムグッズを企画
制作した。成果物はミュージアムショップで一般公開し、地域資

産である美術館コレクションの魅力を発信した。

岡山県立美術館では、屋内広場展示のほか、美術館を訪れる幅広
い年齢層が参加できるワークショップを、学生と美術館の連携に

より開発し、染色、窯焼成等の体験を通してものづくりの魅力を

発信した。これら美術館との連携事業は、新型コロナ感染防止対
策を徹底した上で、対面形式で実施した。

以上の地域連携事業の成果発表は、新型コロナ感染防止対策を徹

底した上で、学生によるYouTubeやInstagramによる成果物等の動
画配信も活用しながら、山陽新聞社さん太ギャラリーにおいて展

覧会形式で実施した。（右の写真は令和３年度の展示の様子）



イタリア・ルネサンス建築における古典主義の多様性とその特質

デザイン学部建築学科
デザイン学研究科デザイン工学専攻 岡北一孝

独創

連絡先 岡北一孝 ikko_ok@dgn.oka-pu.ac.jp

ヨーロッパにおける古典主義の大きな側面を規範の再生現象とするならば、古典主義の周
期的回帰は、西洋文化の特質であり、芸術創作の本質と言っていいように思われる。
しかしながら、古典主義の出発点ともいえるルネサンス建築の建築史研究においては、古
代ローマ建築＝古典ととらえられ、その形式的な再生が古典主義と理解されている。そこ
で本研究はルネサンスにおける「古典」の範疇を再考し、またその再生の多様性を考察す
ることで、古典主義の創造性の一端を明らかにする。その結果、ルネサンスにおける古典
主義が、古代建築の単なる形式的反復ではなく、過去の多様な建築の理解にもとづく、創
造的な再生であり、その多様性こそが、ルネサンスが理想とした古代建築の本質であった
ことが明らかになるだろう。古典主義が芸術家の保守的傾向とデザインの限界ではなく革
新性の一形式であることを示すこことへとつながると考える。

テンピオ・マラテスティアーノ ルチェッラーイ礼拝堂 Regole generali di 
architetura ... , Venezia, F. 
Marcolini, 1537.



ヴィデオのスチルイメージを素材とした平面表現

保健福祉学部子ども学科 児玉 太一

独創

連絡先 児玉 太一 taichi_kodama@fhw.oka-pu.ac.jp

本稿は動画編集のアプリケーションから連番出力したスチルイメージを平面表現に展開した
作品シリーズ、”After Image”の研究報告である。”After Image”は主として人間の手の動
作を被写体に、数分のヴィデオから連番出力した数千枚の静止画像をイメージの素材として用
いた一連の作品シリーズで、ヴィデオから出力した数千枚の静止画像から任意に選択した複数
枚のイメージをシルクスクリーンを介した写真製版によって紙やアクリル板に積層している。
支持体に積層するイメージは連番で出力したイメージであることから、わずかな時間の差に

よって、手や物のイメージの位置が異なり、時
間による実際のイメージのずれを生じさせる。
また、アクリル板の厚みによって、両面のイメ
ージは互いが完全に重なり合うことはなく、鑑
賞する角度によってイメージのずれが生ずる視
覚上の効果が発生する。

2022年度に取り組んだ右記の作品”After Im
age_22_01,02”では、同一のヴィデオファイル
から制作した作品２点をユニットとした組み作
品とし、版となるイメージの組み合わせ、イメ
ージと作品毎に変更するインクの透明性など、
複数の要素によって異なる作品となる、自作品
のヴァリエーションの在り方について示した。

九州産業大学美術館における展示風景



倉敷物語館多目的ホールにおける現代舞踊作品上演の試み

DANCE ALIVE 実行委員会 代表 新山順子（岡山県立大学保健福祉学部子ども学科）
実行委員 黒川しのぶ 土屋望 矢鳴孝一郎 矢鳴千奈美 若林真由美 岡本悦子

連絡先 新山順子研究室 E-mail：niiyama@fhw.oka-pu.ac.jp

【はじめに】我々は，大学卒業後も現代舞踊を中心とする創作表現に地域で継続して取り組め
るように，2016年より実行委員会形式でDANCE ALIVE（ダンスアライヴ）の活動を開始した。主
事業として年１回の現代舞踊公演を行っており，2023年１月には倉敷美観地区内にある倉敷物
語館多目的ホールで公演を行うことを企画した。倉敷物語館多目的ホールは，伝統的な和風建
築の建物で，その環境は現代舞踊作品の上演に独特の趣を与えてくれるものと考えられるが，
一般的な公共ホールに付随する様々な設備はなく作品上演には工夫が必要である。本研究では，
現代舞踊公演 DANCE ALIVE 2023の実践を通して，倉敷物語館多目的ホールにおける現代舞踊作
品上演のための工夫や，伝統的な建物で現代舞踊を上演する魅力などについて考察を行う。
【取組みの概要】
１．上演のための環境づくり 倉敷物語館多目的ホールは，倉敷美観地区の入口に位置する古
い木造和風建築の建物で，床の広さは1,120㎝×550㎝（長方形）である。中央部に2本の柱があ
るが，その他には何もない空間で自由に会場を作ることができる。 DANCE ALIVE 2023では，客
席を20席用意し，建物奥の柱と柱のあいだを舞台（間口350㎝×奥行260㎝）として上演環境を
整えた。小規模公演であるため，照明もプロに頼らず，既にある会場の照明と持込照明で行う
ことにした。同様に，音響も持込みのスピーカーとパソコンにより操作することとした。
２．倉敷物語館における作品上演 DANCE ALIVE 2023は，
2023年１月28日に夜公演・29日に昼公演を開催し，全９作品
を上演することができた。倉敷物語館多目的ホールの魅力と
しては，会場自体に歴史を感じさせる重厚な趣があり，入場
した時点で非日常感を味わえる点，伝統的な建物と現代舞踊
とのマッチングを楽しむことができる点などが考えられた。



画像解析による足跡鑑定手法の検討-遺留足跡と被疑者足跡の対照の試み⁻

情報工学部人間情報工学科 齋藤誠二、山内仁、小枝正直、大山剛史
情報系工学研究科システム工学専攻 岡本光平

独創

連絡先 齋藤誠二 s.saito@ss.oka-pu.ac.jp

犯罪にかかわる科学捜査には様々な手法がある．その一つに足跡鑑定がある．足跡鑑定では，

犯行人数，犯人の動き，着用靴の種類，犯人の身長，犯人の動作などが解るといわれている．
しかしながら，指紋鑑定やDNA鑑定のように確立された鑑定手法はない．一方，研究が進められ
ている歩容認証は，「人の歩き方には年齢，性別，感情・健康状態といった様々な情報が含ま
れている」ことを前提として行われているが，足跡についても同様の情報が含まれていると考
える．そこで本研究では，足跡からその人物の特徴を抽出する手法を確立し，足跡鑑定の新た
な手法を開発することを目的とした．
本研究では，遺留足跡と被疑者足跡の対照から別人物判定率を求める方法として2つの分析を

試みた．1つ目は，採取した足跡に対して2値画像を作成して，関心領域内の有効画素の個数を
算出した．その個数をもとに足幅方向の重心を求め，重心移動予測線のDPマッチングの結果か
ら別人物判定率を求める方法である．2つ目は，採取した足跡を6分割して，エリアごとの濃淡
値出現率をヒストグラムマッチングすることで別人物判定率を求める方法である．
分析の結果，重心移動予測線のDPマッチングでは，約60％の精度で個人識別が可能であるこ

とが示唆された．また，ヒストグラムマッチングでは，40～50％の判定率であった．
検証実験として，1名の遺留足跡に対して3名の被疑者足跡を2つの方法で対照したところ，1

名の被疑者が浮かび，1名の遺留足跡（犯人役）と同一人物であることが確認された．
一方，本研究は1種類の靴のみの検討であり，他の靴の場合でも同様に鑑定できるかは不明で

ある．また，実験では分析に充分な足跡（足裏の全体像が写っている）を採取できたが，特に
遺留足跡の場合は，一部が欠けていたり，ソールの意匠が鮮明ではない場合がある．このよう
な場合でも，本研究で検討した鑑定手法が有効かどうかは検討の余地がある．



上肢の両側運動を実現するための認知特性に関する研究

情報工学部人間情報工学科 大山剛史

独創

連絡先 大山剛史 ooyama@ss.oka-pu.ac.jp

両手の同時運動について、左右が同じ運動を生成するときと比べて別々の運動を生成すると

きは運動生成が困難になる。この理由として半球間の信号の干渉が報告されているが、それだ
けでは説明できない実験結果が報告されてきている。
本研究は、両手の同時運動の困難さについて、半球間の信号の干渉のほかの要因として、平

面上での運動軌道の一致・不一致が関与するという仮説のもと、実験を行った。

Horizontal Frontal Sagittal

図1 三平面での回転運動．右手の回転方向は
図1 鏡像/非鏡像条件で変化

図2 左右の軌道のピークの時間差

図1に示すように、水平面、前額面、矢状面で右
手と左手を同時に回転させる課題を設定した。鏡像
条件では右手と左手の回転方向が正中線を境界に鏡
像となり、非鏡像条件では鏡像にならない。

非鏡像条件において、水平面と前額面では回転方
向が鏡像ではなくとも、平面上での左右の軌道は一
致する。一方、矢状面では回転方向が鏡像ではない
ことに加えて、平面上での軌道も一致しない。した
がって、矢状面はほかの平面よりも運動をしづらい
ことが予想される。

運動のしやすさを軌道のピークの時間差で評価し
た結果、図2に示すように、矢状面のみ鏡像 vs 非
鏡像で有意差があり、仮説の妥当性が示された。



生体の運動制御機構のモデル化に関する研究

情報工学部 情報システム工学科 山崎大河，忻欣，泉晋作

連絡先 山崎大河 Tel: 0866-94-2094 Mail: taiga@cse.oka-pu.ac.jp

生体の運動には、関節間協調、筋間協調など、身体の様々なレベルの構成要素の間に
「協調」がみられる。これは脳が身体の膨大な自由度を操って、その目的を達成するため
の重要な仕組みと考えられている。本研究では、この協調に着目して、様々な運動制御を
制御・ロボット工学の視点でモデル化している（下図は例）。その知見は生体の理解だけ
でなく，機械の制御や医療福祉・スポーツ機器の開発などへの応用も期待できる。

• 城崎和輝，山崎大河，忻欣，泉晋作：冗長な座標系を用いたクランク回転作業の運動制御モデル，第64回システム制御情報学会研
究発表講演会，pp. 990-993 (2020)

• 山崎大河, 大内祐基, 城崎和輝, 忻欣, 泉晋作：自転車ペダリング動作の運動制御モデル，日本人間工学会第61会大会講演集（人
間工学, 2020, 56 巻, Supplement号） (2020)

• 山崎大河，忻欣，泉晋作，名和基之，西脇一宇，あん馬旋回の運動制御モデルに関する検討，日本機械学会 シンポジウム：スポー
ツ工学・ヒューマンダイナミクス2022 (SHD 2022)，C-1-1 (2022)

• 南園啓太，山崎大河，忻欣，泉晋作，ムーンウォークの動作解析，日本機械学会 シンポジウム：スポーツ工学・ヒューマンダイナ
ミクス2022 (SHD 2022)，A-7-2 (2022)

図1：クランク回転作業

参考文献

図3：自転車ペダリング

（実験装置）

（実験）（モデル）

図2：体操・あん馬・両足旋回



バナッハ空間の単位球の幾何学的構造の研究

情報工学部 情報システム工学科 三谷健一

連絡先 三谷健一 Tel:0866-94-2082 Mail:mitani@cse.oka-pu.ac.jp

バナッハ空間とは完備なノルム空間であり、RやRnを基本的なモデルとした関数解析におけ

る主要な研究対象である。本研究では、バナッハ空間の単位球の幾何学的構造について考察す
る。今までに、一様凸性や狭義凸性など単位球の形状に纏わる様々な幾何学的性質が導入され
た。その性質の度合いを表すものとして種々の幾何学的定数が導入されているが、本研究では
次のフォンノイマンジョルダン定数とスキューネスを中心に考え、他の定数との相互関係、具
体的な空間における定数の計算を行うことを目的とする。

ここで



我が国おけるデジタル経済の計測に関する調査・研究動向について

情報工学部人間情報工学科 渡邉 淳司

連絡先 渡邉 淳司 a_watanabe_j2e@ss.oka-pu.ac.jp

ICTサービスが大きな発展と普及により、通信分野はもちろんのこと、サービス分野におい
ても様々なビジネスが出現してきた。ビジネスの形態が変化すると、GDPの定義や概念上変更
はなくても、計測方法に改良が必要になってくる。

ただ、デジタル経済の分野では、全体的に副業やフリーランスという働き方が増えてきて
いると考えられるが、もともと個人事業主などの経済活動は、統計調査上捕捉が難しいとさ
れる分野であり、未だ実装には至っていない。また、デジタルプラットフォーマーが海外法
人の場合、手数料の支払いを輸入として控除する必要があるが、課題として残っている。

動画配信をはじめとするインターネット上の
無料サービスは、放送サービス同様、広告収入
により、おおむねGDPを捕捉できると考えられ
ている。
他方、シェアリング・エコノミーについては、

GDPの計測上に課題があり、2017年から2019年
にかけて「シェアリング・エコノミーの計測」
に関する調査や研究会が実施されている（内閣
府や経済産業省）。その後、2019年から2022年
にかけて、「デジタルエコノミー・サテライト
勘定の調査」 （内閣府）の実施により、研究
が進んでいる。

シェアリング・エコノミーのビジネスモデル

出典:三菱総合研究所(2017)



過疎地域における地域振興と移住者の定着に関するアクションリサーチ
---鳥取県智頭町の事例---

保健福祉学部現代福祉学科 樂木章子

独創

連絡先 樂木章子 email: arakugi@fhw.oka-pu.ac.jp

【研究目的】
本研究は、中山間地域で深刻な人口減少と少子高齢化が進行する鳥取県智頭町に移住してきた

家族に着目し、移住者の誘致と定住化に向けた方途を検討しようとするものである。
智頭町の人口シミュレーションによると、智頭町山形地区においては、2025年には地区人口は

３割減の711名、高齢化率は53％となり、2060年には消滅の危機を迎える。しかし、年間平均2.5
組の移住者家族が智頭町に定住すれば、人口は2060年まで現状とほとんど変わらず、かつ、高齢
化率も30％を下回るようになる。
人口減少や高齢化の歯止めがかからない地区の存続を左右するのは、移住者の安定的確保と定

着であることは言うまでもない。2022年現在、農林業就労や子どもの教育のために若い家族が都
会から移住してきてはいるものの、世帯数はまだまだ少ない。また移住者の定住化を直接・間接
に左右する移住者と一般住民の関係も明らかではない。
以上を踏まえ、本研究では今後の移住者誘致に向けた取り組みを開始するために必要な支援を

行政とともに検討する。
【研究方法】
智頭町役場と協議のもと、智頭町在住の移住者（約100世帯）を対象とした質問紙調査を実施

した。質問項目は、智頭町に移住するまでのプロセス、移住後の生活満足度、地元住民や移住者
同士の人間関係、智頭町独自の住民自治運動との関わり等、約50項目である。質問紙調査に加え
て、移住者に対するインタビュー調査も実施した。
【研究結果】
現在、データを収集中であり、分析結果は当日発表の予定である。



岡山県真庭市は西日本有数の木材産地であり、１

９８０年代からの木材価格下降に対応し、集成材や
ＣＬＴ材生産に力を入れている。しかし無垢材の建
築需要は依然として下落傾向にあり、製材所の技術
や知見を活かす新たな用途開発が求められている。
本取組みは、現在のニーズを的確に捉えた「無垢

材の新たな利活用の創造と発信」をする事により、
真庭産材のみならず製材業・木工業の新たな活躍の
場を創出することを目的に、合同会社わっしょいボ
ヘミアン、建築家の富永大毅氏、市内の製材事業者、
岡山県立大学との連携により実施された、真庭市林
業・バイオマス産業課のプロポーザル事業である。
取組みの結果、都市部のＤIＹ志向に焦点を当て

たパネルシステム「ＢｅＬIＮ」を開発した。２０
２２年１０月２９日〜１１月７日、真庭市のグリー
ナブルヒルゼンにて展示発表会を開催し、約１５０
０名の来場者が訪れた。
次年度以降は、ＢｅＬIＮの事業化と発売に向け、

体制整備と生産スキーム構築に取組む予定である。

真庭市の無垢材利用を促すライフスタイルプロダクト

デザイン学部工芸工業デザイン学科 三原鉄平

連絡先 三原鉄平 tetsu@dgn.oka-pu.ac.jp



新居浜市における子育てと教育
―地域伝統行事・新居浜太鼓祭りを事例として

保健福祉学部 栄養学科 都島 梨紗

独創

連絡先 都島梨紗 tsushimar@fhw.oka-pu.ac.jp

1．研究の背景
1990年代を境に、フリーターや無業者の問題が表出し、若者の雇用や自立が問題化した。

2000年代に移り変わると、若者のトランジッションをめぐる困難性に焦点が当てられ、教育・
労働・家族等の領域間にわたる構造的な問題として注目されるようになった。こうした若者の
トランジッション経験をめぐる問題は、マクロな視点から把握されてきたが、一方で地方都市
においてトランジッションを経験する若者への目配りは乏しかった。そこで、本研究では愛媛県
新居浜市を事例として、地域における子どもの社会化がどのように経験されているのかを明らか
にするとともに、先行研究で論じられている構造的な特性を再考することを目的とした。

２．調査の概要
愛媛県新居浜市は典型的な地方工業都市で、住友グループを中心とする製造業が盛んな地域

的特性を有している。また、「新居浜太鼓祭」が有名で、地域活動・青年団の繋がりが
男性を中心に結成されている。本調査では、「太鼓祭」の周辺的担い手である女性と子どもに
着目し、新居浜という地域の社会化過程を明らかにする。

３．知見のまとめ
新居浜の子どもはお腹にいるときから太鼓のリズムを耳にし、乳幼児期からごっこ遊びを

通して太鼓祭りに親しんでいく。太鼓祭りに全く興味のなかった女性も、子どもに付いて
太鼓祭りを知るようになり、子どもが小学生頃になると、一緒に祭りに参加するようになる。
このように、地域行事を通して新居浜に社会化していく過程がみられる一方、祭りに無関心な層
も顕在化している。本調査を通して、新居浜における「太鼓愛」は岐路に立たされているという
現状が見えてきた。



NPOインターンシップ実践研究

保健福祉学部現代福祉学科 岩満賢次

独創

連絡先 岩満賢次 iwamitsu@fhw.oka-pu.ac.jp

【研究背景】多くの大学においてサービスラーニングの手法を用いた地域の問題解決型の取り
組みが行われている。しかしながら、その対象が企業や行政などの職場体験要素の強いものが
多く、地域の問題解決に取り組むインターンシップは未発達である。本研究では，NPOインター
ンシップのモデルプログラムを開発し、実験的に実施を行い、その学びの成果を検討した。
【研究の方法】2021年度、2022年度に本インターンシップに参加した学生計13名に対して、学
生の記述した活動記録と事後レポートをもとに、どのような単語が出てきていたかを統計ソフ
トKH Coder 3を利用し、分析を行った。総抽出単語は13,141語であった。
【結果】まず頻出単語では「人」（79件）に関する単語が多く、学生が「人」をよく観察して
いる結果であろう。一方動詞では、思う（82件）と一般的な感想の語尾に来るものが最も多い
が、続いて、感じる（54件）、知る（37件）など、見たことをそのまま書いているというより
「考えたこと」を中心に記述されていることが分かる。続いて、同様に学生の毎日の活動記録

並びに事後レポートを同ソフトにより、共起ネットワー
ク図を作成した。まず、中心下の【自分自身の省察】【
コミュニケーションの困難さ・工夫】からは、自分自身
を振り返っていると言える。また、左上の【業務体験】
や、左下の【団体の支援活動の分析】のように、右側の
【団体の運営・活動への参加体験】からも実際に体験し
た活動を振り返っていることが分かる。そして、上中央
の【団体の社会と接点】から分かるように、団体や活動
の社会のなかでの位置づけを検討している。以上のこと
から、団体の業務体験を伴いながらも、NPO活動や社会問
題の学習、そして自分自身の省察を行えていた。



岡山アウトリーチによる地域観光推進事業（２）

保健福祉学部看護学科 関根紳太郎 情報工学部情報システム工学科 石井裕
デザイン学部ビジュアルデザイン学科 山下万吉

地域

連絡先 （代表）関根紳太郎 sekine@fhw.oka-pu.ac.jp

●岡山アウトリーチでは、令和3年度より、⼤学と地⽅⾃治体等が連携し、学⽣が企画運営する
独⾃のインバウンド観光向け地域観光推進プログラムを展開しております。本事業では、グ

ローバルとローカルを結び付けることのできる地域発信型グローバルリーダーも育成します。

●本事業は令和3年度からの継続事業であり、
【ホスピタリティ班】による観光アテンド
【SNS広報班】による主にSNSを通じた広報活動
【観光デザイン班】による観光グッズの製作
の３つに分かれて活動しております。また、参加
学生は、岡山県知事より委嘱を受け、岡山県ス
チューデントアテンダントとして県内の観光資源
をグローバルに紹介するアウトリーチ活動を展開
します。

●岡山県は豊富な観光資源を有しておりますが、知名度が低かったり、二次交通等の整備の
遅れにより回遊性の低下を招いていたりするエリアがあります。岡山のそうしたエリアにア
ウトリーチ活動を展開することで、その魅力を国内のみならず、グローバルに発信し、アフ
ターコロナのインバウンド観光需要の向上に貢献できます。また、地域観光推進という課題
解決に取り組むことで、大学生が岡山の魅力を知り、学びながら、グローバル感覚も養うと
いうインバウンド型グローバル教育が体験できます。このように、本事業は大学生が主体と
なり岡⼭の地域活性化とグローバル化に寄与する持続可能な活動内容となっております。
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